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日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
模
様
は
、
『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
に

連
載
さ
れ
た
「
『
国
際
東
洋
学
会
議
』
点
描
」
①
ー
⑤
（
一
九
八
三
年
九

月
十
三
日
ー
九
月
二
十
二
日
）
や
、
『
東
洋
史
研
究
』
（
第
四
十
二
巻
第

三
号
）
編
輯
委
員
会
に
よ
る
「
第
三
十
一
回
国
際
ア
ジ
ア
・
北
ア
フ
リ
カ

人
文
科
学
会
議

(
C
I
S
H
A
A
N
)

参
加
記
」
、
『
東
方
学
会
報
』
（
四

四
•
四
五
合
併
号
）
等
に
よ
っ
て
広
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
C
I
S
H
A
.
­

A
N
の
中
で
、
簡
贖
研
究
の
分
科
会
は
、
「
さ
な
が
ら
『
雲
夢
秦
簡
研
究

会
』
の
様
相
を
呈
し
た
」
（
注
1
)
と
言
わ
れ
る
。

こ
こ
に
言
う
「
雲
夢
秦
簡
」
と
は
、
一
九
七
五
年
十
二
月
、
中
国
の
湖

北
省
雲
夢
県
睡
虎
地
に
於
て
発
見
さ
れ
た
一
千
余
枚
の
竹
簡
を
指
し
、
現

在
、
出
土
地
の
名
を
取
っ
て
「
雲
夢
秦
簡
」
或
い
は
「
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
」

等
と
呼
ば
れ
、
注
目
さ
れ
て
い
る
学
術
資
料
で
あ
る
。

こ
の
竹
簡
は
保
存
状
態
が
比
較
的
良
く
、
字
蹟
も
概
ね
鮮
明
で
あ
っ
た

為
、
ほ
ど
な
く
照
く
べ
き
そ
の
内
容
が
判
明
し
た
。
即
ち
そ
れ
は
、
戦
国

末
に
秦
で
作
成
さ
れ
、
，
南
郡
（
旧
楚
領
、
秦
簡
の
出
土
地
）
に
持
ち
込
ま

れ
た
と
思
わ
れ
る
「
秦
律
十
八
種
」
「
奴
律
」
「
秦
律
雑
抄
」
と
い
う
秦

の
法
律
（
注
2
)
、
問
答
形
式
に
よ
っ
て
法
律
の
条
文
や
法
律
用
語
を
解

説
し
た
「
法
律
答
問
」
、
各
種
の
事
件
に
関
す
る
諸
調
書
・
記
録
「
封
診

式
」
等
、
大
量
の
法
律
関
係
文
書
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
、
秦
の
昭
襄

王
元
年
（
前
三
〇
六
）
か
ら
始
皇
三
十
年
（
前
ニ
―
七
）
に
至
る
墓
主

「
喜
」
な
る
人
物
の
個
人
的
経
歴
書
「
編
年
記
」
を
始
め
、
南
郡
守
「
騰
」

が
県
・
道
（
注
3
)
の
沓
夫
に
勧
告
し
た
文
書
「
語
書
」
や
、
地
方
の
吏

の
心
得
を
四
字
句
ず
つ
に
綴
っ
た
「
為
吏
之
道
」
な
ど
、
極
め
て
重
要
な

資
料
も
含
ま
れ
て
い
た
。

従
来
、
秦
帝
国
に
つ
い
て
は
、
そ
の
鮮
や
か
と
も
言
う
べ
き
盛
衰
の
跡

を
辿
っ
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
秦
帝
国
の
興
亡
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
秦
の
法

律
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
実
証
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

何
故
な
ら
、
秦
の
法
律
は
、
秦
帝
国
の
崩
壊
と
共
に
程
な
く
亡
侠
し
て
し

ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
新
た
に
提
供
さ
れ
た
雲
夢
出
土
秦
律
は
、
秦

の
法
律
の
実
態
と
当
時
の
社
会
の
実
情
と
を
語
る
第
一
級
の
資
料
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。
無
論
そ
れ
は
、
秦
の
法
律
の
な
お
一
部
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
、

概
ね
南
郡
（
及
び
治
下
の
県
・
道
）
統
治
関
係
の
法
律
を
中
心
に
抄
録
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
秦
の
法
律
の

特
質
を
見
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
秦
律
の
全
体
像
を
予
想
す
る
こ
と
は
、

充
分
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
こ
の
小
論
で
は
、
秦
帝
国
に
ま
つ
わ
る
諸
問
題
を
検
討
す
る
前

の
基
礎
的
作
業
と
し
て
、
「
秦
律
十
八
種
」
「
奴
律
」
「
秦
律
雑
抄
」

「
法
律
答
問
」
「
封
診
式
」
を
手
掛
り
に
、
そ
の
中
に
表
れ
た
秦
の
政
治

理
念
を
掃
納
し
つ
つ
、
出
土
秦
律
の
実
態
を
考
察
し
て
み
る
こ
と
と
し
た

、o
し

厖
大
な
屈
に
上
る
秦
律
全
般
を
貫
い
て
最
大
の
特
徴
を
成
す
と
思
わ
れ

る
の
は
、
そ
の
強
烈
な
中
央
集
権
化
の
理
念
で
あ
る
。

中
央
集
権
化

(2) 
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(1) 

農
業
生
産
の
掌
握

商
映
の
重
農
抑
商
政
策
以
来
、
秦
が
最
重
視
し
た
産
業
は
農
業
で
あ
っ

た
。
そ
の
農
業
関
係
法
規
に
於
て
、
中
央
集
権
化
の
理
念
は
先
ず
顕
著
に

表
れ
て
い
る
。

•
雨
ふ
り
て
樹
を
為
し
、
及
び
粟
を
秀
で
し
め
ば
、
輯
ち
書
を
以
て
稼

を
樹
し
粟
を
秀
で
し
む
る
こ
と
、
及
び
墾
田
な
る
も
鴫
に
し
て
稼
母

き
者
の
頃
数
を
言
げ
よ
。
稼
已
に
生
じ
て
後
、
而
し
て
雨
ふ
ら
ば
、

亦
た
輔
ち
雨
の
少
多
、
利
す
る
所
の
頃
数
を
言
げ
よ
。
旱
及
び
暴
風

雨
•
水
源
・
論
蚊
•
群
の
も
の
物
の
稼
を
傷
ふ
者
も
、
亦
た
輯
ち
其

ゃ

の
頃
数
を
言
げ
よ
。
近
県
は
軽
足
を
し
て
其
の
書
を
行
ら
令
め
、
遠

県
は
郵
を
し
て
之
を
行
ら
令
め
、
八
月
尽
く
る
ま
で
に
之
を
口
口
せ

ょ
。
（
田
律
・
ニ
四
頁
）
（
注
4
)

こ
の
田
律
で
は
、
穀
物
の
生
育
状
況
や
雨
最
、
及
び
暴
風
雨
•
水
害
・
害

虫
等
の
自
然
災
害
の
状
況
報
告
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
八
月
末
を
期

限
と
し
た
の
は
、
各
県
か
ら
の
報
告
を
基
に
、
そ
の
年
の
収
穫
予
定
量
を

贋
す
る
為
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
近
県
は
「
軽
足
」
、
遠
県
は
「
郵
」
と
、

そ
の
伝
達
方
法
を
指
ホ
し
、
報
告
の
徹
底
化
を
図
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、

末
端
社
会
に
対
す
る
国
家
権
力
の
強
烈
な
介
入
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

秦
は
、
各
地
の
農
業
生
産
の
実
情
を
、
こ
の
秦
律
に
よ
っ
て
直
接
把
握
・

統
制
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
右
の
「
墾
田
」
や
次
に
掲
げ
る
「
受
田
」
の
語
は
、
民
の
耕
作

地
が
士
地
台
帳
に
記
載
さ
れ
、
租
税
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す

．
頃
ご
と
の
綿
巌
を
入
る
る
に
は
、
其
の
受
田
の
数
を
以
て
し
、
墾
と

不
墾
と
無
く
頃
ご
と
に
榔
三
石
二
棠
二
石
を
入
れ
よ
。
榔
は
黄
財
及

び
束
自
り
以
上
、
皆
之
を
受
く
。
桃
稟
を
入
る
る
に
、
相
輸
度
す
る

も
可
な
り
。
（
田
律
・
ニ
七
頁
）

こ
れ
は
、
「
桃
稟
」
と
い
う
付
加
税
に
関
す
る
法
律
で
は
あ
る
が
、
単
位

面
積
当
た
り
の
納
入
量
、
及
び
品
質
の
最
低
限
を
明
示
し
て
お
り
、
税
制

の
整
備
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
（
注
5
)

そ
し
て
、
そ
の
墾
田
に
働
く
民
も
ま
た
、
国
家
に
よ
る
厳
重
な
管
理
の

下
に
あ
っ
た
。

・
放
童
を
匿
し
、
及
び
痛
を
占
ぐ
る
こ
と
不
審
な
ら
ば
、
典
・
老
を
贖

耐
と
す
。
百
姓
老
に
当
た
ら
ず
、
老
時
に
至
る
も
用
て
請
げ
ず
、
敢

へ
て
詐
偽
を
為
す
者
は
、
賀
二
甲
。
（
注
6
)

典
・
老
告
げ
ざ
る
と

き
は
、
貿
各
々
一
甲
。
伍
人
戸
ご
と
に
一
盾
、
皆
之
を
遷
す
。
偲
律

（
雑
抄
•
一
四
三
頁
）

•
県
は
食
す
る
者
の
籍
及
び
も
費
を
太
倉
に
上
る
に
は
、
計
と
偕
に
せ

よ
。
都
官
は
計
時
を
以
て
食
す
る
者
の
籍
を
離
べ
よ
。
（
倉
律
•
四

二
頁
）

•
故
秦
人
の
為
に
出
す
こ
と
有
り
、
籍
を
削
ら
ば
、
上
造
以
上
鬼
薪
と

為
し
、
公
士
以
下
刑
し
て
城
旦
と
為
す
。
源
士
律
（
雑
抄
•
一
三
〇

頁）

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
成
年
時
の
登
記
手
続
を
終
え
た
民
は
、
そ
の
免
老
の

時
ま
で
「
籍
」
に
よ
っ
て
国
家
の
統
制
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
戸
籍

る。

(3) 
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こ
の
傾
向
は
、
農
業
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
更
に
一
般
の
上
計
制
度
に
於

て
も
明
ら
か
に
表
れ
て
い
る
。

•
米
を
委
賜
す
る
こ
と
有
り
、
禾
稼
を
公
よ
り
稟
く
る
に
は
、
九
月
尽

く
る
ま
で
に
し
、
其
の
人
之
を
取
ら
ず
ん
ば
、
予
ふ
る
勿
か
れ
。

（
倉
律
•
四
四
頁
）

•
小
隷
臣
妾
、
八
月
を
以
て
博
し
て
大
隷
臣
妾
と
為
る
も
、
十
月
を
以

て
食
を
益
せ
。
（
同
•
五
0
頁
）

「
禾
稼
を
公
よ
り
稟
」
け
る
場
合
に
は
、
九
月
末
日
ま
で
と
し
、
「
小
隷

臣
妾
」
が
八
月
に
「
大
隷
臣
妾
」
に
昇
格
し
て
も
、
そ
の
給
食
の
増
加
は

十
月
か
ら
と
規
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
秦
律
に
よ
れ
ば
、
秦
の
定
め
た
会

計
年
度
は
、
十
月
か
ら
九
月
ま
で
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
（
注

8
)
 

②
上
計
制
度

は
、
毎
年
上
計
吏
上
京
の
時
期
に
一
斉
点
検
さ
れ
、
「
削
籍
」
し
て
裾
士

た
ら
ん
と
し
、
ま
た
「
放
童
を
匿
し
」
「
老
時
に
至
る
も
」
申
請
し
な
い

「
詐
偽
」
は
、
戸
籍
を
無
み
す
る
行
為
と
し
て
厳
罰
に
処
せ
ら
れ
た
上
、

そ
の
罪
は
伍
人
・
里
正
（
注
7
)

．
伍
老
に
ま
で
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
所

謂
什
伍
の
組
織
・
連
坐
制
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
家
は
民
を
厳
し

く
監
視
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

か
く
の
如
く
秦
は
、
国
家
の
基
本
た
る
農
業
の
分
野
に
於
て
、
穀
物
・

耕
作
地
・
農
民
の
三
者
を
尽
く
統
轄
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
中
央
集
権

化
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
率
に
設
定
さ
れ
た
会
計
年
度
で
は
、
役
所
間
の
距
離
の
相

違
に
よ
り
、
そ
の
会
計
報
告
が
次
年
度
に
ず
れ
込
む
危
険
性
も
あ
る
。
そ

こ
で
、
秦
律
は
、
以
下
の
如
き
規
定
を
設
け
て
、
そ
う
し
た
不
手
際
を
未

然
に
防
止
せ
ん
と
す
る
。

・
官
の
相
輸
る
者
は
、
書
を
以
て
其
の
出
計
の
年
を
告
げ
、
受
く
る
者

は
以
て
之
を
入
計
せ
よ
。
八
月
九
月
中
に
其
の
輸
る
こ
と
有
ら
ば
、

其
の
輸
所
の
遠
近
を
計
り
、
其
の
輸
所
の
計
に
逮
ぶ
能
は
ざ
る
は
、

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
、
計
を
其
の
後
年
に
移
し
、
計
相
謬
る
こ
と
母
か

れ
。
（
金
布
律
•
五
八
頁
）

。
官
に
作
居
（
注
9
)
し
て
債
を
賀
贖
し
、
其
の
計
の
所
官
よ
り
遠
き

者
は
、
八
月
尽
く
る
ま
で
に
各
々
其
の
作
日
及
び
衣
数
を
以
て
其
の

計
の
所
官
に
告
げ
、
九
月
過
ぐ
る
こ
と
母
く
し
て
其
の
官
に
致
る
を

畢
へ
よ
。
官
の
相
近
き
者
は
九
月
尽
く
る
ま
で
に
し
て
其
の
計
の
官

に
告
げ
よ
。
（
司
空
•
八
五
頁
）

ま
た
、
「
計
、
校
し
て
相
膠
る
こ
と
、
二
百
廿
銭
自
り
以
下
な
ら
ば
、

官
沓
夫
を
評
む
。
二
百
廿
銭
を
過
ぐ
る
よ
り
以
て
二
千
二
百
銭
に
到
る
は
、

賀
一
盾
、
二
千
二
百
銭
を
過
ぐ
る
以
上
な
ら
ば
、
賀
一
甲
。
人
戸
・
馬
牛

一
な
ら
ば
、
賀
一
盾
、
二
自
り
以
上
な
ら
ば
、
賀
一
甲
」
（
奴
律
•
1
1
一

五
頁
）
と
、
貨
幣
一
銭
・
人
戸
一
軒
・
馬
牛
一
頭
の
誤
差
を
も
許
さ
な
か
っ

た
。
（
注
10)

こ
う
し
た
厳
重
な
る
上
計
制
度
に
よ
っ
て
、
秦
は
、
す
べ
て
の
地
方
の

喜
を
距
離
の
遠
近
に
関
わ
り
な
く
年
度
毎
に
正
確
に
把
握
せ
ん
と
し
た
。

国
家
権
力
の
光
は
、
社
会
の
隅
々
に
至
る
ま
で
を
周
＜
照
ら
し
出
さ
ん
と

(4) 



7
 

(3) 

し
た
の
で
あ
る
。

規
格
の
統
一

次
に
中
央
集
権
化
の
理
念
を
窺
い
得
る
の
は
、
規
格
の
統
一
と
い
う
点

に
於
て
で
あ
る
。
既
に
第
二
次
商
軟
変
法
に
於
て
も
、
「
斗
桶
・
権
衡
．

丈
尺
を
平
ら
か
に
す
」
（
『
史
記
』
商
君
列
伝
）
と
、
度
量
衡
の
統
一
は

謳
わ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
商
映
変
法
以
来
の
伝
統
は
、
次
の
秦
律
に
も

明
ら
か
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

•
県
及
び
エ
室
の
聴
官
は
、
衡
石
の
累
•
斗
桶
•
升
を
正
す
を
為
す
に
、

歳
ご
と
に
壼
を
過
つ
こ
と
母
か
れ
。
（
エ
律
•
七
O
頁
）

•
実
を
有
つ
官
の
県
料
す
る
者
は
、
各
々
衡
石
の
累
•
斗
桶
を
有
ち
、

期
賤
ら
ば
、
其
の
官
に
て
計
り
、
百
姓
に
仮
す
母
か
れ
。
用
ひ
ざ
る

者
も
之
を
正
す
こ
と
用
ふ
る
者
の
如
く
せ
よ
。
（
内
史
雑
•
一
〇
八

頁）

こ
こ
で
は
、
「
衡
石
の
累
•
斗
桶
•
升
」
の
統
一
や
一
年
毎
の
点
検
、
貸

し
出
し
使
用
後
の
修
正
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
百
姓
ヘ

の
貸
し
出
し
を
禁
止
し
て
、
計
量
器
具
の
精
度
保
持
に
つ
と
め
て
い
る
。

更
に
秦
律
は
、
度
量
衡
の
み
な
ら
ず
銭
・
布
の
統
一
に
つ
い
て
も
厳
重

に
規
定
し
た
。

・
ロ
ロ
妥
書
、
某
里
士
伍
甲
•
乙
、
男
子
丙
•
丁
及
び
新
銭
百
一
十
銭

．
熔
二
合
を
縛
り
詣
り
て
、
告
げ
て
曰
く
、
「
丙
此
の
銭
を
盗
鋳
し
、

丁
鋳
を
佐
く
。
甲
•
乙
其
の
室
を
捕
索
し
て
此
の
銭
・
鉛
を
得
、
之

に
来
詣
す
」
と
。
（
封
診
式
・
ニ
五
二
頁
）

・
布
妾
八
尺
、
幅
広
二
尺
五
寸
‘
布
悪
く
、
其
の
広
褻
式
の
如
か
ら
ざ

る
者
は
行
ら
ず
。
（
金
布
律
•
五
六
頁
）

右
の
妥
書
は
、
丙
•
丁
の
私
鋳
を
発
見
し
た
甲
•
乙
が
、
密
造
に
使
用
し

た
「
鉛
」
と
そ
の
私
鋳
銭
と
を
証
拠
物
件
と
し
て
提
出
し
、
両
人
の
不
正

を
摘
発
す
る
と
の
形
式
を
取
っ
て
い
る
。
国
家
に
よ
る
貨
幣
鋳
造
の
統
制

と
民
間
私
鋳
の
厳
禁
と
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
ま
た
布
も
、
長
さ
八
尺
、
幅
二
尺
五
寸
と
そ
の
規
格
が
明
示

さ
れ
、
こ
の
規
格
に
外
れ
る
も
の
は
流
通
を
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し

て
、
銭
・
布
両
者
の
交
換
比
率
も
、
「
銭
十
一
は
一
布
に
当
た
る
。
其
の

銭
を
出
入
し
て
以
て
金
布
に
当
つ
る
に
は
、
律
を
以
て
せ
よ
」
（
金
布
律
・

五
六
頁
）
と
定
め
ら
れ
た
。

秦
律
で
は
こ
の
他
、
手
工
業
製
品
の
規
格
も
次
の
如
く
規
定
さ
れ
て
い

る。
・
器
の
同
し
き
物
を
為
る
者
は
、
其
の
小
大
・
短
長
・
広
も
亦
た
必
ず

等
し
く
せ
よ
。
（
エ
律
•
六
九
頁
）

・
計
を
為
し
、
程
に
同
じ
か
ら
ざ
る
者
は
、
其
の
出
す
を
同
じ
く
す
る

こ
と
母
か
れ
。
（
同
・
七

0
頁）

器
物
は
、
そ
の
「
小
大
・
短
長
・
広
」
な
ど
の
規
格
「
程
」
を
厳
重
に
検

査
さ
れ
、
規
格
に
外
れ
る
も
の
は
、
「
其
の
出
す
を
同
じ
く
す
る
母
か
れ
」

と
の
厳
し
い
処
置
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。

か
く
の
如
く
、
規
格
の
統
一
を
謳
っ
た
こ
れ
ら
秦
律
の
中
に
も
、
中
央

集
権
化
の
理
念
は
明
白
に
表
れ
て
い
る
。
秦
律
は
、
商
散
変
法
の
目
指
し

た
「
斗
桶
・
権
衡
．
丈
尺
」
の
統
一
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
貨
幣
・
布
・

(5) 
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⑤
秦
律
の
徹
底
化

秦
の
目
指
す
中
央
集
権
体
制
の
強
化
は
、
右
の
如
く
政
治
権
力
を
中
央

に
集
中
さ
せ
る
と
い
う
方
向
で
推
進
さ
れ
た
。
ま
た
秦
律
は
、
そ
れ
と
表

裏
一
体
を
な
す
地
方
権
力
の
抑
制
化
と
い
う
方
向
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
強

化
を
図
る
。
既
に
前
節
ま
で
に
於
て
明
ら
か
な
如
く
、
秦
は
国
家
の
直
属

出
先
機
関
た
る
「
都
官
」
を
各
県
に
設
置
し
、
厳
格
な
上
計
制
度
を
施
行

し
て
、
地
方
の
実
情
を
白
日
の
下
に
晒
さ
ん
と
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
、
地
方
権
力
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
伸
長
を
制
限

せ
ん
と
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

次
に
挙
げ
る
の
は
、
こ
う
し
た
傾
向
を
示
す
一
例
で
あ
る
。

•
県
敢
へ
て
檀
に
公
舎
官
府
及
び
廷
を
壊
更
す
る
母
か
れ
。
其
の
壊
更

せ
ん
と
欲
す
る
こ
と
有
る
や
、
必
ず
之
を
諏
へ
。
（
稲
律
•
七
七
頁
）

官
舎
の
修
改
築
に
、
県
は
国
家
の
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

決
し
て
「
檀
に
」
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
。
国
家
権
力
が
い
か
に
強
烈

で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
、
地
方
行
政
機
関
た
る
県
の
権
力
が
い
か
に
制
限

さ
れ
て
い
た
か
を
、
こ
の
秦
律
は
物
語
っ
て
い
る
。

右
の
如
く
、
秦
律
は
様
々
な
角
度
か
ら
中
央
集
権
体
制
の
強
化
を
目
指

す
。
と
こ
ろ
で
、
礼
義
を
廃
し
、
賢
者
の
徳
に
も
依
ら
ず
、
す
べ
て
を
法

に
よ
っ
て
裁
断
せ
ん
と
す
る
秦
に
あ
っ
て
は
、
中
央
集
権
化
の
理
念
が
末

(4) 

地
方
権
力
の
抑
制

手
工
業
産
品
の
規
格
に
も
、
厳
し
い
監
視
の
目
を
向
け
た
の
で
あ
る
。

端
社
会
に
ま
で
浸
透
す
る
か
否
か
は
、
す
べ
て
こ
の
秦
律
が
徹
底
さ
れ
る

か
否
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

•
県
は
各
々
都
官
の
其
の
県
に
在
る
者
に
告
げ
て
、
其
の
官
の
用
ふ
る

律
を
写
せ
。
（
内
史
雑

・
1
0四
頁
）

•
歳
ご
と
に
辟
律
を
御
史
に
離
せ
。
（
尉
雑
•
1
0九
頁
）

そ
こ
で
、
制
定
さ
れ
た
秦
律
は
、
都
官
か
ら
「
律
を
写
す
」
こ
と
に
よ
り
、

ま
た
一
年
毎
に
「
御
史
に
離
す
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
徹
底
化
が
図
ら

れ
た
。
苛
酷
峻
厳
を
以
て
聞
こ
え
た
秦
律
は
、
か
く
し
て
各
県
へ
と
下
っ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
郡
・
県
に
除
せ
ら
れ
し
佐
の
、
も
の
郡
・

県
に
事
へ
て
其
の
事
を
視
め
ざ
る
者
、
何
に
か
論
ぜ
ん
。
小
犯
令
を
以
て

論
ぜ
よ
」
（
答
問
・
―
二
二
頁
）
の
如
く
、
秦
律
は
県
同
様
に
郡
を
も
、

明
ら
か
に
そ
の
適
用
範
囲
と
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
「
県
・
都
官
・
十

二
郡
、
吏
及
び
佐
、
郡
の
官
属
を
免
・
除
す
る
に
は
、
十
二
月
朔
日
を
以

て
免
・
除
し
、
三
月
尽
く
る
ま
で
に
し
て
之
を
止
め
よ
」
（
置
吏
律
・
九

四
頁
）
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
そ
の
対
象
地
域
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、

秦
の
四
番
目
の
郡
と
し
て
昭
襄
王
二
十
九
年
（
前
二
七
八
）
に
設
置
さ
れ

た
南
郡
を
始
め
、
少
な
く
と
も
上
郡
・
蜀
郡
・
漠
中
郡
・
齢
中
郡
・
南
陽

郡
・
三
川
郡
・
太
原
郡
・
巴
郡
・
河
東
郡
・
上
党
郡
・
東
郡
の
十
二
郡
に

上
る
。
か
く
の
如
く
、
当
初
、
旧
国
内
に
於
て
適
用
さ
れ
て
い
た
秦
律
は
、

若
干
の
増
補
修
訂
を
加
え
つ
つ
、
秦
の
新
た
な
領
士
に
対
し
て
も
、
同
様

に
適
用
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

更
に
秦
は
「
何
を
か
四
鄭
と
謂
ふ
。
四
鄭
と
は
即
ち
伍
人
の
謂
ひ
な
り
」

（
答
問
•
一
九
四
頁
）
「
律
に
曰
く
、
『
盗
と
法
を
同
じ
う
す
』
と
。
又

(6) 



，
 官僚
体
制
を
確
固
た
る
も
の
と
す
る
為
に
は
、
先
ず
、
官
吏
の
任
務
や

(1) 

曰
く
、
『
与
に
罪
を
同
じ
う
す
』
と
。
此
の
二
物
、
其
の
同
居
・
典
・
伍

当
に
之
に
坐
す
べ
し
」
（
同
•
一
五
九
頁
）
「
甲
盗
み
、
賊
値
千
銭
、
乙

其
の
盗
む
を
知
る
も
、
分
誠
を
受
く
る
こ
と
一
銭
に
も
盈
た
ず
。
問
ふ
、

乙
を
何
に
か
論
ぜ
ん
。
同
じ
く
論
ぜ
よ
」
（
同
•
一
五
四
頁
）
と
、
五
人

組
の
組
織
、
連
坐
制
の
適
用
、
姦
事
通
告
の
義
務
化
な
ど
に
よ
っ
て
秦
律

の
徹
底
化
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
秦
律
に
見
え
る
第
一
の
特
徴
と
し
て
、
秦
律
全
体
を
通
し
最
も

璽
に
表
れ
る
中
央
集
権
化
の
哩
念
を
取
り
上
げ
、
考
察
を
加
え
て
来
た
。

秦
の
中
央
集
権
化
は
、
穀
物
・
土
地
・
農
民
を
尽
く
統
制
せ
ん
と
す
る
農

業
関
係
法
規
、
地
方
の
実
情
を
正
確
に
把
握
せ
ん
と
す
る
上
計
関
係
法
規
、

ま
た
、
度
量
衡
・
貨
幣
・
布
•
手
工
業
産
品
の
統
一
を
図
ら
ん
と
す
る
規

格
関
係
法
規
を
始
め
と
し
て
、
秦
律
全
体
に
極
め
て
明
白
に
反
映
さ
れ
た

政
治
理
念
で
あ
っ
た
。官

僚
体
制
の
整
備

秦
律
か
ら
窺
い
得
る
第
二
の
政
治
理
念
は
、
こ
の
中
央
集
権
化
と
密
接

な
関
係
に
あ
る
官
僚
体
制
を
整
備
せ
ん
と
す
る
理
念
で
あ
る
。
中
央
集
権

化
の
推
進
や
秦
律
の
徹
底
化
は
、
官
僚
体
制
と
い
う
組
織
力
を
そ
の
背
景

と
し
て
始
め
て
可
能
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
秦
律
に
は
、
こ
の
官
僚
体
制

を
整
備
強
化
せ
ん
と
す
る
理
念
も
ま
た
、
明
白
に
表
れ
て
い
る
。

官
吏
の
任
免

職
責
を
明
ら
か
に
し
、
官
吏
の
任
免
に
関
す
る
厳
し
い
規
定
を
設
け
る
必

要
が
あ
っ
た
。

．
其
の
死
・
亡
有
り
、
及
び
故
に
て
餓
く
る
者
有
ら
ば
、
之
を
補
ふ
を

為
し
、
時
を
須
つ
母
か
れ
。
（
置
吏
律
・
九
四
頁
）

•
実
官
の
佐
史
、
免
•
徒
せ
被
る
る
に
は
、
官
尚
夫
必
ず
去
者
と
代
者

に
放
せ
よ
。
即
し
官
沓
夫
免
ぜ
ら
れ
、
而
し
て
奴
す
る
に
不
備
な
ら

ば
、
代
者
は
居
吏
と
之
に
坐
せ
。
故
吏
放
せ
ず
、
新
吏
之
に
居
る
こ

と
未
だ
歳
に
盈
た
ざ
る
と
き
は
、
去
者
居
吏
と
之
に
坐
し
、
新
吏
は

坐
せ
ず
。
其
の
歳
に
盈
た
ば
、
放
せ
ず
と
雖
も
新
吏
は
居
吏
と
之
に

坐
し
、
去
者
坐
せ
ず
。
も
は
律
の
如
く
せ
よ
。
（
奴
•
九
六
頁
）

・
官
沓
夫
免
ぜ
ら
れ
、
「
「
「

nlTTl其
の
官
柩
か
に
沓
夫
を
置
け
。

二
月
を
過
ぎ
て
も
沓
夫
を
置
か
ず
ん
ば
、
令
・
丞
不
従
令
と
為
す
。

（
内
史
雑

・
-
O六
頁
）

官
吏
の
不
正
や
事
務
の
遺
漏
は
、
官
吏
の
交
代
期
に
発
生
し
易
い
。
秦
律

は
先
述
の
如
く
、
官
吏
任
免
の
時
期
を
十
二
月
一
日
か
ら
三
月
末
日
ま
で

の
間
に
限
定
し
、
交
代
者
を
補
充
す
る
場
合
に
は
「
時
を
須
つ
母
か
れ
」

と
迅
速
な
る
補
充
を
要
求
し
た
。
長
期
に
亙
っ
て
空
席
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
「
二
月
を
過
き
て
も
沓
夫
を
置
か
ず
ん
ば
、
令
丞
不
従
令
と
為
す
」

と
厳
し
い
態
度
で
臨
む
。
（
注
11)

更
に
、
穀
物
を
管
理
す
る
「
実
官
」

所
属
の
吏
は
、
交
代
時
に
新
旧
の
吏
に
よ
る
点
検
「
妓
」
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
た
。
こ
の
他
、
「
官
を
廃
せ
ら
れ
し
者
を
任
じ
て
吏
と
為
さ
ば
、

賀
二
甲
」
（
雑
抄
・
―
二
七
頁
）
の
如
く
、
「
廃
官
者
」
の
再
任
用
を
禁

止
す
る
規
定
（
注
1
2
)な
ど
、
秦
律
に
は
、
官
吏
の
任
免
•
交
代
に
関
す

(7) 



(2) 

官
吏
の
職
責

官
僚
体
制
の
整
備
を
企
図
し
て
、
秦
律
が
次
に
掲
げ
る
の
は
、
官
吏
の

職
責
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
他
の
職
分
へ
の
干
渉
や
越
権
行
為
は
、
官

僚
体
制
の
基
本
的
秩
序
を
乱
す
も
の
と
し
て
厳
し
い
批
判
を
受
け
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

•
下
吏
の
能
く
書
す
る
者
も
、
敢
へ
て
史
の
事
に
従
は
し
む
る
こ
と
母

か
れ
。
（
内
史
雑

・
1
0七
頁
）

•
求
盗
を
し
て
送
逆
し
も
を
為
さ
令
む
る
こ
と
母
か
れ
。
送
逆
し
も
事

を
為
さ
令
む
る
者
、
賀
二
甲
。
（
雑
抄
•
一
四
七
頁
）

・
郡
・
県
に
除
せ
ら
れ
し
佐
の
、
も
の
郡
・
県
に
事
へ
て
其
の
事
を
視

め
ざ
る
者
、
何
に
か
論
ぜ
ん
。
小
犯
令
を
以
て
論
ぜ
よ
。
（
答
問
・

二
―
二
頁
）

こ
れ
ら
の
秦
律
に
よ
れ
ば
、
盗
賊
の
追
捕
を
そ
の
職
責
と
す
る
「
求
盗
」

は
、
亭
長
の
任
務
た
る
客
の
「
送
逆
」
や
「
も
事
」
に
関
わ
っ
て
は
な
ら

ず
、
そ
の
郡
・
県
に
任
命
さ
れ
た
「
佐
」
は
、
自
己
の
職
務
を
放
棄
し
て

「
も
の
郡
・
県
に
事
へ
」
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
仮
に
「
書
」

の
能
力
に
長
け
て
い
た
と
し
て
も
、
「
下
吏
」
で
あ
れ
ば
「
史
の
事
」
に

従
事
さ
せ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
か
く
の
如
く
秦
律
は
、
官
吏
の
職
分
を

明
確
に
し
、
そ
の
職
分
内
に
於
け
る
専
門
的
労
働
を
要
求
す
る
。
『
韓
非

子
』
二
柄
篇
が
語
る
如
く
、
た
と
え
「
君
の
寒
き
」
を
見
た
と
し
て
も
、

典
冠
者
は
「
衣
を
君
の
上
に
加
ふ
」
る
典
衣
の
職
分
を
侵
犯
し
て
は
な
ら

1
0
る
厳
重
な
規
定
が
数
多
く
存
在
す
る
。

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
他
、
官
僚
体
制
を
合
理
的
に
整
備
す
る
為
に
は
、
官
吏
個
人
の
様
々

な
不
正
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
秦
律
は
、
「
府
中
の
公
の
金
銭
、

私
か
に
之
を
貸
用
せ
ば
、
盗
と
法
を
同
じ
う
す
」
（
答
問
•
一
六
五
頁
）

と
公
金
の
無
断
借
用
に
は
、
そ
れ
を
「
盗
」
と
同
罪
に
す
る
と
い
う
厳
し

い
態
度
で
臨
む
。
ま
た
、
「
吏
の
佐
・
史
以
上
な
る
も
の
、
負
従
馬
・
守

書
私
卒
を
し
て
市
し
て
銭
を
取
ら
令
め
ば
、
皆
遷
す
」
（
雑
抄
•
一
三
三

頁
）
と
、
私
財
の
獲
得
を
禁
止
す
る
。
公
務
以
外
で
私
財
を
獲
得
す
る
こ

と
は
、
公
務
と
私
生
活
と
の
峻
別
、
及
び
一
元
的
な
階
級
制
度
の
確
立
と

い
う
官
僚
体
制
の
根
幹
を
乱
す
恐
れ
を
、
多
分
に
含
ん
で
い
た
か
ら
で
あ

る。

文
書
の
重
視

官
僚
体
制
強
化
の
為
に
、
秦
律
が
強
調
す
る
第
三
の
点
は
、
文
書
の
重

視
で
あ
る
。
「
書
契
は
公
信
を
立
つ
る
所
以
な
り
」
（
『
慎
子
』
威
徳
）

と
は
、
法
家
の
主
張
で
あ
っ
た
。
正
確
な
伝
達
に
疑
問
が
持
た
れ
る
口
頭

で
の
そ
れ
を
否
定
し
、
恣
意
の
介
在
を
許
さ
な
い
客
観
的
な
文
書
に
よ
る

伝
達
を
是
と
す
る
法
家
の
立
場
は
、
以
下
の
秦
律
に
も
明
瞭
に
表
れ
て
い

る。
・
事
の
請
ふ
こ
と
有
る
や
、
必
ず
書
を
以
て
し
、
口
も
て
請
ふ
母
か
れ
。

梱
し
て
請
ふ
母
か
れ
。
（
内
史
雑
•
一
〇
五
頁
）

．
禾
稼
．
跳
稟
を
入
る
る
に
は
、
蝋
ち
層
籍
に
為
し
て
内
史
に
上
れ
。

（
倉
律
•
三
八
頁
）

(3) 

(8) 
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．
禾
．
黍
□
ロ
ロ
ロ
を
程
り
、
書
を
以
て
年
を
言
げ
、
其
の
数
を
別
ち
、

以
て
人
に
稟
せ
よ
。
（
倉
律
•
四
0
頁
）

・
官
の
相
輸
る
者
は
、
書
を
以
て
其
の
出
計
の
年
を
告
げ
、
受
く
る
者

以
て
之
を
入
計
せ
よ
。
（
金
布
律
•
五
八
頁
）

こ
れ
ら
の
秦
律
は
い
ず
れ
も
、
報
告
や
請
願
の
際
に
「
書
を
以
て
」
し

暦
籍
」
に
記
す
こ
と
を
要
求
す
る
。
「
口
も
て
請
ふ
母
か
れ
。
覇
し
て

請
ふ
母
か
れ
」
と
、
口
伝
や
請
託
は
禁
止
さ
れ
た
。
ま
た
、
既
に
明
ら
か

に
し
た
農
業
関
係
法
規
に
於
て
も
、
「
書
を
以
て
稼
を
洵
し
粟
を
秀
で
し

む
る
こ
と
、
及
び
墾
田
な
る
も
鴫
に
し
て
稼
母
き
者
の
頃
数
を
言
げ
よ
」

（
田
律
・
ニ
四
頁
）
と
、
そ
の
報
告
は
「
書
」
に
よ
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
た
。
（
注
13)
こ
う
し
た
公
文
書
の
伝
達
は
、
迅
速
・
確
実
な
る

こ
と
を
肝
要
と
す
る
。
秦
律
は
先
述
の
如
く
、
「
近
県
は
軽
足
を
し
て
其

の
書
を
行
ら
令
め
、
遠
県
は
郵
を
し
て
之
を
行
ら
令
め
よ
」
（
田
律
・
ニ

五
頁
）
と
、
そ
の
伝
達
方
法
を
明
示
し
て
い
た
。
ま
た
、
別
に
「
行
書
」

な
る
律
を
設
け
て
、
そ
の
徹
底
化
を
図
っ
て
い
る
。

•
命
書
及
び
書
の
急
と
署
す
者
を
行
る
に
は
、
輯
ち
之
を
行
れ
。
急
な

ら
ざ
る
者
も
日
に
畢
へ
、
敢
へ
て
留
む
る
こ
と
勿
か
れ
。
留
む
る
者

は
律
を
以
て
之
を
論
ず
。
（
行
書
・
一

0
三
頁
）

・
書
を
行
伝
し
、
書
を
受
く
る
に
は
、
必
ず
其
の
起
し
及
び
到
る
日
月

．
夙
暮
を
書
し
、
以
て
輯
ち
相
報
ぜ
よ
。
書
に
亡
ふ
者
有
ら
ば
、
返
か

に
官
に
告
げ
よ
。
隷
臣
妾
・
老
弱
及
び
誠
仁
た
る
可
か
ら
ざ
る
者
に

は
令
ず
る
勿
か
れ
。
（
同
•

1
0四
頁
）

秦
王
の
や
「
急
と
署
」
さ
れ
た
重
要
文
書
に
は
、
特
に
注
意
が

払
わ
れ
た
。
ま
た
、
文
書
の
発
信
及
び
到
着
の
「
日
月
・
夙
暮
を
書
し
」

て
相
互
確
認
さ
せ
、
更
に
、
伝
達
者
の
人
選
に
留
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
迅
速
•
正
確
化
は
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
文
書
を
重
視
す
る
秦
律
は
、
偽
印
・
偽
書
を
も
見
逃
さ
な
か
っ

こ°t
 ．

丞
•
令
を
矯
る
と
は
何
ぞ
や
。
有
秩
、
偽
り
て
其
の
印
を
写
し
、
大

沓
夫
と
為
る
が
ご
と
し
。
（
答
問
•
一
七
五
頁
）

•
偽
書
を
発
し
て
知
ら
ず
ん
ば
、
賀
二
甲
。
今
、
咸
陽
偽
伝
を
発
し
て

知
ら
ず
、
即
ち
復
た
封
し
て
も
県
に
伝
へ
、
も
県
も
亦
た
其
の
県
の

次
に
伝
へ
、
関
に
到
り
て
得
ら
る
。
今
当
に
独
だ
咸
陽
の
み
坐
し
て

以
て
賀
す
べ
き
や
。
且
た
も
県
も
当
に
尽
く
賀
す
べ
き
ゃ
。
咸
陽
及

び
也
県
、
発
し
て
知
ら
ざ
る
者
は
、
当
に
皆
賀
す
べ
し
。
（
同
•
一

七
六
頁
）

下
級
の
吏
が
令
・
丞
の
印
を
模
造
・
模
写
し
た
り
、
「
偽
書
を
発
し
て
知

ら
ざ
る
」
こ
と
は
、
伝
達
媒
介
と
し
て
文
書
を
重
視
す
る
秦
の
通
信
体
制

を
、
大
い
に
混
乱
さ
せ
る
。
偽
書
を
発
信
す
れ
ば
、
発
信
し
た
咸
陽
に
も
、

ま
た
そ
れ
と
知
ら
ず
に
伝
送
し
た
各
県
に
も
、
そ
の
罪
は
尽
く
及
ん
だ
の

で
あ
る
。

以
上
、
秦
律
に
見
ら
れ
る
第
二
の
政
治
理
念
と
し
て
、
官
僚
体
制
の
整

備
を
取
り
上
げ
た
。
中
央
集
権
化
の
理
念
を
実
現
し
、
秦
律
を
合
理
的
に

運
用
し
て
行
く
為
に
、
秦
は
、
官
吏
の
任
免
•
交
代
に
関
す
る
詳
細
な
法

律
を
準
備
し
、
越
権
行
為
を
始
め
と
す
る
官
吏
の
不
正
を
厳
し
く
取
り
締

ま
っ
た
。
ま
た
、
報
告
や
請
願
の
際
に
は
、
文
書
に
よ
る
伝
達
が
義
務
づ

(9) 
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秦
律
に
は
先
ず
、
こ
の
国
家
の
根
本
た
る
農
業
を
保
護
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
生
産
性
を
高
め
ん
と
す
る
意
図
が
、
明
白
に
表
れ
て
い
る
。

•
居
し
て
債
を
賀
贖
す
る
者
、
田
農
に
帰
る
に
は
、
種
時
・
治
苗
時
、

各
々
二
旬
。
（
司
空
•
八
八
頁
）

．
戌
律
に
曰
く
、
同
居
は
並
び
て
行
る
母
か
れ
。
県
沓
夫
・
尉
及
び
士

吏
、
戌
に
行
る
に
律
を
以
て
せ
ざ
る
と
き
は
、
賀
二
甲
。
（
雑
抄
．

―
四
七
頁
）

．
隷
臣
の
田
す
る
者
に
は
、
二
月
を
以
て
月
ご
と
に
二
石
半
石
を
稟
し
、

九
月
尽
く
る
に
至
り
て
、
其
の
半
石
を
止
む
。
（
倉
律
•
四
九
頁
）

労
役
に
よ
っ
て
債
務
を
贖
い
つ
つ
あ
る
者
も
、
「
種
時
・
治
苗
時
」
の
農

繁
期
に
は
「
各
々
二
旬
」
の
帰
田
が
許
さ
れ
た
。
ま
た
、
戌
卒
と
し
て

「
同
居
」
か
ら
同
時
に
二
人
を
徴
用
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
辺
境
守

備
に
も
増
し
て
、
国
内
生
産
力
の
低
下
を
憂
え
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

(1) 

け
ら
れ
、
公
文
書
伝
達
の
迅
速
・
正
確
化
を
期
し
た
規
定
、
及
び
偽
書
・

偽
印
を
裁
く
厳
格
な
法
律
も
用
意
さ
れ
て
い
た
。
秦
の
官
僚
体
制
は
、
こ

う
し
た
秦
律
に
よ
っ
て
、
そ
の
合
理
的
運
営
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

生
産
性
の
向
上

中
央
集
権
化
・
官
僚
体
制
の
整
備
に
続
き
、
秦
律
が
意
図
す
る
の
は
、

生
産
性
の
向
上
で
あ
る
。
秦
は
既
に
商
軟
変
法
以
来
、
そ
の
重
農
抑
商
政

策
に
よ
り
、
農
業
を
中
心
と
す
る
生
産
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
た
。

農
業
の
保
護

更
に
「
隷
臣
の
田
す
る
者
」
に
も
特
別
の
配
慮
が
あ
っ
た
。
即
ち
二
月
か

ら
九
月
の
農
耕
期
に
は
、
平
常
の
月
二
石
か
ら
月
二
石
半
へ
と
、
そ
の
給

食
が
増
加
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
秦
律
は
、
農
民
へ
の
保
護
を

怠
る
こ
と
な
く
、
辺
境
守
備
や
労
役
と
同
様
に
、
生
産
性
の
向
上
を
重
視

し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
秦
律
が
保
護
す
る
の
は
、
田
に
働
く
農
民
だ
け
で
は
な
い
。
収

穫
の
対
象
た
る
動
植
物
に
も
、
特
別
の
目
が
向
け
ら
れ
た
。

•
春
二
月
、
敢
へ
て
材
木
を
山
林
に
伐
り
、
及
び
隈
水
を
痙
ぐ
母
か
れ
。

夏
な
ら
ざ
る
の
月
、
敢
へ
て
夜
草
を
灰
と
為
し
、
生
筋
・
甑
•
卵
・

散
を
取
る
母
か
れ
。
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
魚
鼈
を
毒
し
、
穿
網
を
置
く
母

か
れ
。
七
月
に
到
り
て
之
を
縦
す
。
（
田
律
・
ニ
六
頁
）

こ
の
秦
律
は
先
ず
、
「
春
二
月
」
に
於
け
る
材
木
の
伐
採
や
「
提
水
を
痙

ぐ
」
行
為
を
禁
止
す
る
。
農
耕
開
始
時
期
に
用
水
路
を
塞
ぎ
、
一
年
中
で

最
も
害
虫
の
発
生
し
易
い
「
春
二
月
」
（
注
14)
に
材
木
を
伐
採
す
る
こ

と
は
、
そ
の
ま
ま
生
産
性
の
低
下
へ
と
直
結
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

「
夏
な
ら
ざ
る
の
月
」
に
未
成
熟
の
動
植
物
を
狩
猟
・
採
取
す
る
こ
と
、

及
び
「
穿
網
」
の
設
置
や
毒
殺
に
よ
る
無
差
別
な
乱
獲
も
、
同
じ
く
生
産

性
低
下
を
招
く
行
為
と
し
て
禁
止
さ
れ
る
。
秦
律
は
、
「
七
月
に
到
り
て

之
を
縦
す
」
と
そ
の
解
禁
期
を
明
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
も
効
率
の

良
い
収
穫
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
他
秦
律
に
は
、
「
邑
の
近
皐
及
び
も
の
禁
苑
に
は
、
脱
の
時
、
敢

へ
て
犬
を
将
ゐ
て
以
て
田
に
之
く
母
か
れ
。
百
姓
の
犬
禁
苑
の
中
に
入
る

も
、
獣
を
追
ひ
及
び
獣
を
捕
へ
ざ
る
者
は
、
敢
へ
て
殺
す
勿
か
れ
。
其
の

(10) 
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獣
を
追
ひ
及
び
獣
を
捕
ふ
る
者
は
、
之
を
殺
せ
。
呵
禁
に
殺
す
所
の
犬
は
、

皆
完
く
し
て
公
に
入
れ
、
其
の
も
の
禁
苑
に
て
殺
す
者
は
、
其
の
肉
を
食

し
て
之
を
入
れ
よ
」
（
田
律
・
ニ
六
頁
）
と
、
禁
苑
経
営
へ
の
留
意
が
見

ら
れ
、
ま
た
、
「
其
の
近
田
、
獣
及
び
馬
牛
の
出
て
稼
を
食
む
を
恐
ふ
る

者
は
、
県
沓
夫
材
り
て
、
田
を
其
の
労
に
有
つ
者
を
興
す
。
貴
賎
と
無
く

田
の
少
多
を
以
て
人
を
出
し
、
以
て
之
に
垣
繕
は
し
む
る
も
、
稲
と
為
す

を
得
ず
」
（
稲
律
•
七
七
頁
）
と
、
獣
害
防
止
対
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い

る。
か
く
の
如
く
秦
律
は
、
生
産
性
向
上
を
目
指
し
て
、
農
民
•
動
植
物
・

耕
作
地
へ
と
そ
の
保
護
政
策
を
広
げ
て
行
っ
た
。
但
し
農
業
保
護
と
言
っ

て
も
、
そ
れ
は
、
生
産
性
の
向
上
を
最
終
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
決

し
て
愛
民
の
精
神
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
（
注
15)

従
っ
て
、
逆
に

生
産
性
低
下
に
つ
な
が
る
行
為
に
は
、
厳
し
い
態
度
で
臨
ん
で
い
る
。

．
茄
士
在
り
て
符
亡
き
は
、
居
県
に
て
賀
一
甲
。
源
土
律
（
雑
抄
•
一

二
九
頁
）

こ
の
秦
律
は
「
符
亡
」
き
「
裾
士
」
を
否
定
す
る
。
嘗
て
商
軟
は
「
夫
れ

民
の
用
ふ
可
か
ら
ざ
る
や
、
言
談
裾
士
の
君
に
事
ふ
る
の
身
を
尊
く
す
可

く
、
商
買
の
以
て
家
を
富
ま
す
可
く
、
技
芸
の
以
て
口
を
醐
す
る
に
足
る

を
見
れ
ば
な
り
」
（
『
商
君
書
』
農
戦
）
と
述
べ
て
、
「
商
買
」
「
技
芸
」

と
共
に
「
言
談
茄
士
」
を
排
撃
し
た
。
労
働
せ
ず
し
て
「
身
を
尊
く
す
可
」

き
「
源
士
」
は
、
民
を
農
耕
に
専
念
さ
せ
ん
と
す
る
秦
に
と
っ
て
、
最
も

憂
う
べ
き
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

生
産
性
向
上
を
図
る
秦
律
の
次
な
る
策
は
、
定
期
検
府
・
賞
罰
に
よ
る

鷹
で
あ
っ
た
。

•
四
月
・
七
月
・
十
月
・
正
月
を
以
て
田
牛
を
府
せ
。
卒
歳
に
し
て
、

正
月
を
以
て
大
い
に
之
を
課
し
、
最
な
ら
ば
、
田
裔
夫
に
壷
酒
束
肺

を
賜
ひ
、
半
を
為
む
る
者
一
更
を
除
き
、
牛
長
に
日
三
旬
を
賜
へ
。

殿
な
る
者
、
田
沓
夫
を
評
め
、
冗
卑
者
に
二
月
を
罰
せ
よ
。
其
の
牛

を
以
て
田
し
、
牛
紫
を
減
ず
れ
ば
、
主
る
者
を
笞
う
つ
こ
と
寸
ご
と

に
十
。
又
、
里
に
之
を
課
し
、
最
な
る
者
に
は
里
典
に
日
旬
を
賜
ひ
、

殿
な
ら
ば
、
笞
う
つ
こ
と
州
。
（
厳
苑
律
•
三
〇
頁
）

．
吏
の
乗
る
馬
を
盾
し
、
篤
く
砦
肉
せ
、
及
び
附
期
に
会
せ
ず
ん
ば
、
各

各
一
盾
を
賀
す
。
馬
労
課
し
て
殿
な
ら
ば
、
厳
沓
夫
に
一
甲
、
令
・

丞
•
佐
•
史
に
各
々
一
盾
を
賀
す
。
馬
労
課
し
て
殿
な
ら
ば
、
早
沓

夫
に
一
盾
を
賀
す
。
（
雑
抄
•
一
四
二
頁
）

•
牛
の
大
牝
十
、
其
の
六
に
子
母
か
ら
ば
、
裔
夫
•
佐
に
各
々
一
盾
を

賀
す
。
羊
の
牝
十
、
其
の
四
に
子
母
か
ら
ば
、
裔
夫
•
佐
に
各
々
一

盾
を
賀
す
。
牛
羊
課
（
雑
抄
•
一
四
二
頁
）

秦
律
は
年
四
回
の
「
田
牛
」
品
評
会
を
義
務
づ
け
、
「
最
」
「
殿
」
に
は

各
々
賞
罰
を
適
用
し
た
。
ま
た
、
「
牛
羊
課
」
な
る
律
に
よ
っ
て
、
自
然

の
摂
理
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
牛
羊
の
出
産
率
を
人
為
に
よ
っ
て
保
持
向
上

さ
せ
ん
と
し
た
。
秦
律
は
か
く
の
如
く
、
農
耕
の
世
界
に
賞
罰
を
適
用
し

て
、
そ
の
生
産
性
向
上
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
「
羞
辱
労
苦
な
る
者
は
民

②
検
査
・
賞
罰
に
よ
る
推
進

(11) 
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か
く
し
て
秦
律
は
、
農
業
を
保
護
し
、
信
賞
必
罰
主
義
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
生
産
性
を
一
気
に
高
め
ん
と
し
た
。
し
か
し
、
い
か

に
農
業
が
大
切
で
あ
る
と
叫
び
、
い
か
に
民
を
農
耕
に
専
念
さ
せ
た
所
で
、

的
確
な
農
業
技
術
が
そ
こ
に
施
さ
れ
な
け
れ
ば
、
秦
律
の
悲
願
も
そ
の
実

現
は
期
待
で
き
な
い
。
そ
こ
で
秦
律
は
、
農
業
技
術
の
成
果
を
そ
の
内
に

盛
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
高
い
生
産
性
を
確
保
せ
ん
と
し
た
。
先

述
の
如
く
秦
律
は
、
耕
作
地
の
雨
屈
に
留
意
し
、
春
二
月
の
材
木
伐
採
を

禁
止
し
、
動
植
物
の
狩
猟
・
採
取
に
解
禁
期
を
設
け
、
牛
や
羊
の
最
低
出

生
率
を
明
示
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
背
後
に
は
、
幾
多
の
経
験
か
ら
生
み

出
さ
れ
た
農
業
技
術
の
存
在
が
惑
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
次
の
秦
律
に
は
、

(3) 

の
悪
む
所
な
り
。
顕
栄
侠
楽
な
る
者
は
民
の
務
む
る
所
な
り
」
（
『
商
君

書
』
算
地
）
、
「
民
の
故
計
、
皆
安
利
に
就
き
、
皆
危
窮
を
辟
く
」

（
『
韓
非
子
』
五
露
）
と
は
、
商
軟
•
韓
非
子
に
表
れ
た
冷
厳
な
る
人
間

観
で
あ
っ
た
。
民
は
「
顕
栄
侠
楽
」
「
安
利
」
に
赴
き
、
「
羞
局
労
苦
」

「
危
窮
」
か
ら
逃
れ
ん
と
す
る
。
し
か
ら
ば
、
「
賞
を
明
ら
か
に
し
て
利

を
設
け
」
（
『
韓
非
子
』
姦
劫
試
臣
）
「
刑
を
厳
に
し
て
罰
を
重
く
」

（
同
）
す
る
こ
と
が
必
治
の
術
だ
と
彼
等
は
考
え
た
。
生
産
性
向
上
を
目

指
す
こ
れ
ら
秦
律
の
立
場
は
、
か
か
る
人
間
観
や
信
賞
必
罰
主
義
を
掲
げ

る
法
家
の
立
場
と
、
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
。
秦
律
は
、
農

業
に
保
護
の
目
を
向
け
る
一
方
で
、
生
産
性
向
上
に
向
か
っ
て
精
進
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
へ
と
、
民
を
追
い
込
ん
で
行
っ
た
の
で
あ
る
。

農
業
技
術
の
明
示

(4) 

穀
物
別
に
そ
の
播
種
量
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

・
種
ま
く
に
は
、
稲
•
麻
畝
ご
と
に
二
斗
大
半
斗
を
用
ひ
、
禾
•
麦
畝

ご
と
に
一
斗
、
黍
•
苔
畝
ご
と
に
大
半
斗
、
蔽
畝
ご
と
に
半
斗
。
利

な
る
田
疇
は
、
其
れ
此
の
数
を
尽
く
さ
ざ
る
こ
と
有
る
も
可
な
り
。

其
の
本
有
る
者
は
称
議
し
て
之
に
種
ま
け
。
（
倉
律
•
四
三
頁
）

よ
り
多
く
の
収
量
を
期
待
し
て
、
秦
律
は
単
位
面
積
当
た
り
の
、
し
か
も

穀
物
種
別
の
播
種
量
を
明
示
す
る
。
穀
物
に
は
各
々
最
適
の
播
種
率
が
あ

る
こ
と
を
秦
律
は
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
稲
禾
一
石
は
粟
廿

斗
と
為
し
、
春
き
て
米
十
斗
と
為
す
。
十
斗
の
簗
は
殺
米
六
斗
大
半
斗
。

麦
十
斗
は
嫡
三
斗
と
為
す
。
蔽
・
苔
•
麻
十
五
斗
は
一
石
と
為
す
」
（
倉

律
•
四
五
頁
）
と
、
穀
物
相
互
間
の
換
算
率
も
設
定
さ
れ
て
い
た
。
秦
律

は
、
重
農
主
義
を
掲
げ
て
民
を
農
耕
へ
と
駆
り
立
て
る
一
方
、
か
か
る
農

業
技
術
を
内
に
盛
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
合
理
的
な
生
産
性
向
上
を
図
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

生
産
物
の
管
理
体
制

し
か
し
、
よ
り
多
く
の
実
り
を
手
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
管
理
に
手

落
ち
が
あ
れ
ば
、
秦
律
の
努
力
も
水
泡
に
帰
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
秦
律

は
、
以
下
厳
重
な
る
管
理
体
制
を
敷
い
て
、
そ
の
生
産
性
向
上
化
策
の
最

後
の
仕
上
げ
に
取
り
か
か
る
。

．
禾
を
出
す
に
は
、
入
る
る
に
非
ざ
る
者
、
是
れ
之
を
出
し
て
、
之
を

度
ら
令
め
、
之
を
度
り
て
題
に
当
た
ら
ば
、
之
を
出
さ
令
め
よ
。
其

の
備
は
ら
ざ
る
に
は
、
出
す
者
之
を
負
ひ
、
其
の
馘
る
者
は
、
之
を

(12) 
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と

も

入
れ
よ
。
雑
に
禾
を
出
す
者
は
更
む
る
勿
か
れ
。
（
倉
律
•
三
六
頁
）

•
倉
漏
り
て
禾
粟
を
朽
ち
さ
せ
、
及
び
禾
粟
を
積
し
て
之
を
敗
せ
し
め
、

其
の
食
す
可
か
ら
ざ
る
者
、
百
石
に
盈
た
ざ
る
以
下
な
ら
ば
、
官
沓

夫
を
評
む
。
百
石
以
上
千
石
に
到
る
は
、
官
沓
夫
に
一
甲
を
貿
す
。

千
石
を
過
ぐ
る
以
上
は
、
官
沓
夫
に
二
甲
を
賀
す
。
官
沓
夫
・
冗
吏

を
し
て
共
に
敗
せ
し
禾
粟
を
償
は
令
む
。
禾
粟
敗
す
と
雖
も
、
而
も

尚
食
す
可
き
は
、
之
を
程
り
、
其
の
耗
り
し
石
数
を
以
て
論
じ
て
之

を
負
は
し
む
。
（
奴
•
九
七
頁
）

•
倉
沓
夫
及
び
佐
・
史
、
其
の
免
居
せ
ら
る
る
者
有
ら
ば
、
新
倉
沓
夫

•
新
佐
・
史
の
層
を
主
る
者
、
必
ず
唐
籍
を
以
て
之
を
度
り
、
其
れ

疑
ふ
所
有
ら
ば
、
県
沓
夫
に
掲
げ
、
県
沓
夫
は
人
を
し
て
復
た
度
り
、

と

も

及
び
与
雑
に
之
を
出
さ
令
め
よ
。
禾
巖
ら
ば
之
を
入
れ
、
而
し
て
律

を
以
て
備
は
ら
ざ
る
者
を
論
ず
。
（
奴
•
九
九
頁
）

秦
律
は
「
雑
に
禾
を
出
す
者
を
更
む
る
勿
か
れ
」
と
、
穀
物
の
搬
入
・
出

倉
に
お
け
る
厳
重
な
人
選
を
義
務
づ
け
、
倉
庫
管
理
者
に
対
し
厳
重
な
注

意
を
呼
び
か
け
る
。
ま
た
、
雨
漏
り
や
積
載
方
法
の
誤
り
等
、
管
理
方
法

の
欠
陥
に
よ
っ
て
「
禾
粟
を
朽
ち
さ
せ
」
た
場
合
、
そ
の
石
数
に
応
じ
た

厳
罰
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
倉
庫
管
理
者
の
交
代
時
に
は
、

「
必
ず
奢
籍
を
以
て
之
を
度
る
」
点
検
を
義
務
づ
け
て
、
管
理
体
制
の
強

化
を
図
っ
た
。

こ
れ
ら
を
含
め
、
倉
庫
管
理
に
関
す
る
規
定
は
極
め
て
多
い
が
、
そ
れ

ら
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
顕
著
な
特
徴
が
二
つ
あ
る
。
―
つ
は
、
穀
物
の

搬
入
・
出
倉
を
一
人
で
監
視
す
る
の
で
は
な
く
、
常
に
二
人
以
上
で
「
雑

に
」
管
理
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
点
で
あ
り
、
今
―
つ
は
、
殻
物
の
搬
入
・

出
倉
及
び
管
理
者
交
代
の
際
に
、
倉
庫
の
内
容
を
記
し
た
「
題
」
、
備
菩

量
や
責
任
者
名
を
記
し
た
「
層
籍
」
と
、
実
際
の
貯
蔵
量
と
の
照
合
を
逐

一
義
務
づ
け
て
い
る
点
で
あ
る
。
既
に
そ
の
文
書
の
重
視
に
見
ら
れ
た
如

く
、
秦
律
は
、
恣
意
の
介
入
を
許
さ
な
い
客
観
性
を
尊
び
、
ま
た
、
そ
の

発
信
と
到
着
と
の
相
互
確
認
に
見
ら
れ
た
如
く
、
そ
の
結
果
を
一
者
よ
り

も
多
者
に
よ
っ
て
確
認
せ
ん
と
し
た
。
こ
う
し
た
客
観
性
・
確
実
性
尊
重

の
精
神
は
、
こ
の
倉
庫
管
理
を
規
定
し
た
秦
律
に
も
、
そ
の
ま
ま
窺
え
る

と
言
え
よ
う
。
秦
律
は
穀
物
搬
入
に
当
た
っ
て
、
「
禾
を
入
れ
増
積
せ
し

者
の
名
・
事
・
邑
里
を
層
籍
に
書
せ
」
（
倉
律
•
三
六
頁
）
「
禾
稼
·
桃

稟
を
入
る
る
に
は
、
輯
ち
唐
籍
を
為
り
て
内
史
に
上
れ
」
（
同
•
三
八
頁
）

「
禾
を
入
る
る
に
は
、
…
…
之
に
籍
し
て
曰
く
、
其
空
宵
禾
若
干
石
、
倉

沓
夫
某
•
佐
某
•
史
某
•
沓
人
某
、
と
」
（
奴
•
九
八
頁
）
の
如
く
、
そ

の
搬
入
量
や
責
任
者
名
の
記
帳
及
び
報
告
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
か
く
し

て
記
帳
及
び
報
告
を
終
え
、
封
印
さ
れ
た
倉
庫
の
穀
物
は
、
先
に
見
た
秦

律
群
に
よ
っ
て
厳
重
に
保
管
さ
れ
、
出
倉
や
管
理
者
交
代
の
際
に
は
、
そ

の
都
度
「
奢
籍
」
と
内
実
と
の
照
合
が
な
さ
れ
た
。
穀
物
の
遺
漏
や
そ
の

責
任
の
所
在
も
立
ち
所
に
判
明
す
る
。
正
に
二
重
三
重
の
厳
戒
体
制
に
よ
っ

て
、
そ
の
実
り
は
守
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
他
秦
律
は
、
「
禾
を
倉
に
入
る
る
に
は
、
万
石
も
て
一
積
と
し
」

（
倉
律
•
三
五
頁
）
「
楳
陽
は
二
万
石
も
て
一
積
と
し
、
咸
陽
は
十
万
も

て
一
積
と
し
、
其
の
禾
を
出
入
し
、
増
積
す
る
に
は
律
令
の
如
く
せ
よ
」

（
同
•
三
六
頁
）
「
榔
稟
は
各
々
万
石
も
て
一
積
と
し
、
其
の
出
入
•
増
積

(13) 
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(5) 

及
び
放
は
禾
の
如
く
せ
よ
」
（
同
•
三
八
頁
）
と
「
禾
」
及
び
「
跳
稟
」
の
貯

t

蔵
単
位
を
設
定
し
、
ま
た
、
「
禾
・
黍
□
口
□
口
を
程
り
、
書
を
以
て
年
を

言
げ
、
其
の
数
を
別
ち
て
以
て
人
に
稟
せ
よ
」
（
倉
律
•
四
0
頁
）
と

穀
物
の
産
年
を
記
録
し
、
「
禾
を
計
り
て
黄
•
白
•
青
に
別
け
よ
」
（
倉

律
•
四
0
頁
）
と
「
禾
」
の
品
質
を
弁
別
す
る
な
ど
、
そ
の
合
理
的
管
理

を
図
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
多
数
の
管
理
関
係
法
規
に
よ
っ
て
、
秦
は
そ
の
生
産
性
向
上

を
強
力
に
推
進
せ
ん
と
し
た
。
重
農
主
義
を
掲
げ
て
農
業
を
保
護
し
、
賞

罰
を
適
用
し
て
民
を
駆
り
立
て
、
農
業
技
術
を
導
入
し
て
合
理
的
生
産
を

図
り
、
更
に
、
か
く
し
て
得
ら
れ
た
豊
か
な
実
り
を
、
厳
重
な
る
管
理
体

制
に
よ
っ
て
守
ら
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
（
注
16)

官
府
手
工
業
の
重
視

か
く
の
如
く
、
秦
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上
は
、
商
軟
変
法
以
来
の
国

是
た
る
農
業
を
そ
の
中
心
と
し
て
推
進
さ
れ
た
。
し
か
し
、
秦
律
は
以
下

の
如
く
、
手
工
業
製
品
の
生
産
量
や
労
働
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

工
業
の
分
野
に
お
け
る
生
産
性
向
上
に
も
充
分
な
配
慮
を
示
し
て
い
る
。

．
冗
隷
妾
二
人
は
エ
一
人
に
当
た
り
、
更
隷
妾
四
人
は
エ
一
人
に
当
た

り
、
小
隷
臣
妾
の
使
す
可
き
者
五
人
は
エ
一
人
に
当
た
る
。
（
エ
人

程
•
七
四
頁
）

•
新
エ
初
め
て
工
事
す
る
に
は
、
一
歳
に
半
功
と
し
、
其
の
後
の
歳
に

は
、
功
を
賦
す
る
こ
と
故
エ
と
等
し
く
せ
よ
。
エ
師
善
＜
之
に
教
へ
、

故
エ
一
歳
に
し
て
成
さ
ば
、
新
工
一
に
し
て
成
せ
。
能
く
期
に
先

四

の
強
化

ん
じ
て
学
を
成
す
者
は
、
上
に
謁
げ
、
上
且
に
以
て
之
を
賞
す
る
こ

と
有
ら
ん
と
す
。
期
を
盈
た
す
も
学
を
成
さ
ざ
る
者
は
、
書
に
籍
し

て
内
史
に
上
れ
。
（
均
エ
・
七
五
頁
）

•
ゆ
る

．
隷
臣
・
下
吏
•
城
旦
と
エ
の
従
事
す
る
者
と
は
、
冬
作
に
は
程
を
矢

む
る
を
為
し
、
之
に
賦
す
る
こ
と
、
三
日
に
し
て
夏
の
二
日
に
当
て

よ
。
（
エ
人
程
•
七
三
頁
）

右
の
如
く
秦
律
は
、
官
府
労
働
者
の
性
や
年
齢
、
或
い
は
熟
練
度
、
季
節

の
相
違
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
労
働
比
率
を
設
定
し
て
い
た
。
ま
た
、
「
エ

師
」
に
よ
る
「
新
エ
」
へ
の
教
育
を
義
務
づ
け
て
、
安
定
し
た
高
い
生
産

性
を
確
保
せ
ん
と
し
た
。
更
に
、
「
能
く
期
に
先
ん
じ
て
学
を
成
す
者
」

に
は
賞
が
、
「
期
を
盈
た
す
も
学
を
成
さ
ざ
る
者
」
に
は
罰
が
適
用
さ
れ

た
。
農
業
関
係
法
規
に
於
て
既
に
確
認
し
た
如
く
、
そ
れ
は
、
生
産
性
向

上
へ
と
民
を
駆
り
立
て
る
秦
律
の
常
套
手
段
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
農
業

関
係
法
規
か
ら
そ
の
予
定
生
産
量
の
設
定
が
予
想
さ
れ
た
如
く
、
工
業
の
分

野
に
於
て
も
、
「
歳
功
に
非
ず
、
及
び
命
書
母
き
に
、
敢
へ
て
も
器
を
為

ら
ば
、
エ
師
及
び
丞
に
各
々
二
甲
を
賀
す
」
（
雑
抄
•
一
三
七
頁
）
と
、

年
間
の
総
生
産
景
「
歳
功
」
が
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

秦
律
は
か
く
の
如
く
、
重
農
主
義
を
掲
げ
る
一
方
、
手
工
業
分
野
に
於

け
る
労
働
基
準
鬱
予
定
生
産
最
を
設
定
す
る
な
ど
、
農
工
一
体
と
な
っ
た

生
産
性
の
向
上
を
図
っ
た
。
（
注
17)

こ
れ
が
、
秦
律
に
見
ら
れ
る
第
三

の
理
念
で
あ
る
。

(14) 
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他
国
の
侵
略
を
防
ぎ
、
ま
た
、
自
国
の
進
攻
を
容
易
に
す
る
為
に
も
、

国
内
軍
事
施
設
の
強
化
や
国
境
周
辺
の
守
備
は
、
平
時
の
備
え
と
し
て
不

可
欠
の
も
の
で
あ
る
。
秦
律
は
先
ず
、
稲
戌
に
関
す
る
厳
重
な
規
定
を
設

け
て
、
こ
う
し
た
点
の
強
化
を
図
っ
た
。

•
御
中
発
徴
に
、
乏
し
て
之
を
行
ら
ず
ん
ば
賀
二
甲
。
期
を
失
す
る
こ

と
三
日
よ
り
五
日
に
到
ら
ば
評
む
。
六
日
よ
り
旬
に
到
ら
ば
賀
一
盾
。

旬
を
過
ぐ
る
は
賀
一
甲
。
（
稲
律
•
七
六
頁
）

•
敢
へ
て
深
く
其
の
労
の
歳
数
を
益
す
者
は
、
賀
一
甲
に
し
て
労
を
棄

つ
。
中
労
律
（
雑
抄
•
一
三
五
頁
）

•
冗
募
帰
り
、
辞
し
て
曰
く
、
「
日
已
に
備
は
る
」
と
。
致
未
だ
来
ら

ず
、
辞
の
如
か
ら
ず
ん
ば
、
日
ご
と
に
四
月
の
居
辺
を
賀
す
。
（
雑

抄
•
一
四
五
頁
）

秦
律
は
、
召
集
命
令
に
応
じ
な
い
こ
と
、
及
び
「
期
を
失
す
る
こ
と
」
を

厳
し
く
戒
め
る
。
ま
た
、
帰
郷
し
て
「
日
已
に
備
は
る
」
と
服
務
期
間
を

①

徳

戌

制

度

秦
律
に
見
ら
れ
る
第
四
の
政
治
理
念
は
、
軍
事
力
の
強
化
で
あ
る
。
戦

国
諸
国
に
と
っ
て
政
治
の
二
大
テ
ー
マ
は
、
内
に
お
け
る
農
業
と
外
に
対

す
る
軍
事
と
に
他
な
ら
な
い
。
商
映
も
秦
の
民
に
「
農
戦
の
民
」
た
る
こ

と
を
要
求
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
秦
律
も
、
軍
事
体
制
の
強
化
を
目
指

す
様
々
な
規
律
を
、
内
に
多
く
含
ん
で
い
る
。
六
国
を
次
々
と
併
呑
し
、

趙
兵
四
十
万
を
穴
埋
め
に
し
た
と
言
わ
れ
る
秦
の
軍
隊
は
、
い
か
な
る
秦

律
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

偽
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
証
明
書
の
未
到
着
が
、
悪
事
を
直
ち
に

露
見
さ
せ
る
仕
組
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
秦
律
は
、
稲
役
の
開
始
期

日
及
び
期
間
の
正
確
化
を
期
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
仮
に
そ
の
期
日
や
期
間
が
厳
守
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
労

働
内
容
が
粗
雑
で
あ
れ
ば
、
軍
事
施
設
の
強
化
も
覚
束
な
い
。
そ
こ
で
秦

律
は
以
下
、
労
働
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
、
修
復
工
事
の
保
証
に
関
す
る

厳
し
い
規
定
を
用
意
し
た
。

た
も

•
徒
を
興
し
て
以
て
邑
中
の
功
を
為
す
者
は
、
堵
を
繹
た
令
む
る
こ
と

歳
卒
ふ
る
ま
で
。
未
だ
卒
へ
ざ
る
に
堵
壊
れ
ば
、
司
空
の
功
を
将
す

る
も
の
及
び
君
子
の
堵
を
主
る
者
有
罪
。
其
の
徒
を
し
て
復
た
之
に

垣
つ
く
ら
令
む
る
も
、
計
り
て
稲
と
為
す
勿
か
れ
。
（
稲
律
•
七
六

頁）

た

も

．
戌
者
築
き
、
及
び
補
城
す
る
に
は
、
堵
を
婢
た
令
む
る
こ
と
一
歳
。

城
く
所
に
壊
る
る
者
有
ら
ば
、
県
司
空
・
署
君
子
の
将
た
る
者
に
各

々
一
甲
を
賀
す
。
県
司
空
佐
の
主
将
た
る
者
、
賀
一
盾
。
戌
者
を
し

て
城
を
補
・
繕
す
る
に
勉
め
令
め
、
署
は
も
事
を
為
さ
令
む
る
勿
か

れ
。
已
に
補
へ
ば
、
乃
ち
増
塞
．
婢
塞
せ
令
め
よ
。
県
尉
は
時
に
其

の
功
及
び
為
す
所
を
循
視
せ
よ
。
敢
へ
て
も
事
を
為
さ
令
め
ば
、
使

す
る
者
、
賀
二
甲
。
（
雑
抄
•
一
四
八
頁
）

稲
役
と
し
て
「
邑
中
の
功
を
為
」
し
、
城
壁
を
「
城
き
及
び
補
城
」
す
れ

ば
、
満
一
年
の
保
証
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
も
し
、
増
改
築
し
た
城
壁
が

一
年
以
内
に
倒
壊
す
れ
ば
、
再
度
の
召
集
と
同
時
に
、
前
回
の
服
役
日
数

は
取
り
消
し
処
分
を
受
け
る
。
ま
た
、
「
県
司
空
」
を
始
め
そ
の
責
任
者

(15) 
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②

軍

爵

制

に
も
尽
く
刑
罰
が
適
用
さ
れ
た
。
「
徒
」
「
戌
者
」
は
、
「
城
く
所
に
壊

る
る
者
有
」
る
こ
と
を
恐
れ
て
修
復
工
事
に
専
念
し
、
ま
た
そ
の
責
任
者

も
、
罪
の
波
及
を
恐
れ
て
「
其
の
功
及
び
為
す
所
を
循
視
」
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
る
。
か
く
し
て
、
秦
律
は
そ
の
労
働
内
容
を
充
実
さ
せ
ん
と
し
た

の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
稲
戌
制
度
を
確
立
す
る
一
方
で
、
秦
律
は
、
強
力
な
る
軍

事
組
織
の
形
成
を
期
し
て
、
以
下
の
如
き
軍
事
関
係
法
規
を
列
挙
す
る
。

．
爵
二
級
を
帰
し
て
以
て
親
父
母
の
隷
臣
妾
と
為
れ
る
者
一
人
を
免
ぜ

ん
と
欲
し
、
及
び
隷
臣
の
斬
首
し
て
公
士
と
為
る
者
、
公
士
を
帰
し

て
故
妻
の
隷
妾
一
人
を
免
ぜ
ん
こ
と
を
謁
ふ
者
は
、
之
を
許
し
、
免

じ
て
以
て
庶
人
と
為
す
。
（
軍
爵
律
・
九
三
頁
）

先
ず
右
は
、
商
映
変
法
に
も
見
ら
れ
た
軍
爵
制
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。

「
喜
し
て
公
士
と
為
」
れ
る
と
謳
っ
た
秦
律
は
、
「
軍
功
有
る
者
、
各
々

率
を
以
て
上
爵
を
受
く
」
（
『
史
記
』
商
君
列
伝
）
と
規
定
し
た
商
映
変

法
の
軍
爵
制
を
、
ほ
ぽ
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
秦
律
で

は
更
に
、
「
爵
二
級
」
や
「
公
士
」
の
返
還
に
よ
っ
て
、
「
親
父
母
の
隷

臣
妾
と
為
れ
る
者
一
人
」
や
「
故
妻
の
隷
妾
一
人
」
を
釈
放
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
為
、
民
は
戦
場
に
於
て
悪
鬼
の
如
く
敵
首
を
求
め
、
更
に

は
そ
の
争
奪
さ
え
も
辞
さ
な
い
有
様
で
あ
っ
た
。

・
奪
首
軍
戯
某
妥
書
、
某
里
士
伍
甲
、
男
子
丙
及
び
斬
首
一
を
縛
り

と

も

詣
り
、
男
子
丁
与
偕
に
す
。
甲
告
げ
て
曰
く
、
「
甲
、
尉
某
の
私
吏
、

刑
丘
城
に
戦
ふ
に
与
る
。
今
日
、
丙
戯
旗
に
て
直
ち
に
剣
を
以
て
丁

を
伐
痰
し
、
此
の
首
を
奪
ふ
。
而
れ
ば
捕
へ
て
来
詣
す
」
と
。
首
を

診
べ
、
已
ち
丁
を
診
べ
、
亦
た
其
の
痰
状
を
診
べ
よ
。
（
封
診
式
・

二
五
六
頁
）

・
ロ
ロ
□
某
妥
書
、
某
里
士
伍
甲
、
公
士
鄭
の
某
里
に
在
る
丙
と
曰

ふ
も
の
、
共
に
斬
首
一
を
詣
す
。
各
々
告
げ
て
曰
く
、
「
甲
•
丙
刑

丘
城
に
戦
ふ
。
此
れ
甲
•
丙
の
得
た
る
首
な
り
。
甲
•
丙
相
与
に
争

へ
ば
、
之
に
来
詣
す
」
と
。
（
同
・
ニ
五
七
頁
）

男
子
丙
が
丁
の
獲
得
し
た
敵
首
を
奪
わ
ん
と
し
、
ま
た
、
邪
丘
城
の
戦
い

に
得
た
首
級
を
甲
丙
両
人
が
相
争
っ
た
事
実
は
、
こ
の
軍
爵
制
が
秦
の
民

に
と
っ
て
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
軍
功
に
よ

る
爵
制
の
確
立
が
、
こ
う
し
た
事
態
を
招
い
っ
て
も
よ
い
。

か
か
る
軍
爵
制
の
導
入
に
よ
り
、
兵
の
気
力
充
実
を
図
っ
た
秦
律
は
、

次
に
、
軍
事
教
練
に
関
す
る
規
定
を
設
け
、
そ
の
技
術
の
向
上
を
目
指
す
。

•
士
吏
•
発
弩
尚
夫
を
除
す
る
に
、
律
の
如
く
せ
ず
、
及
び
発
弩
の
射
し

て
中
ら
ざ
る
は
、
尉
に
賀
二
甲
。
発
弩
沓
夫
射
し
て
中
ら
ず
ん
ば
、

賀
二
甲
に
し
て
免
じ
、
沓
夫
之
を
任
ぜ
よ
。
駕
闊
除
し
て
四
歳
な
る

も
、
駕
御
す
る
能
は
ず
ん
ば
、
教
者
に
一
盾
を
賀
し
、
免
じ
て
四
歳

の
稲
戌
を
償
は
し
む
。
除
吏
律
（
雑
抄
•
1

二
八
頁
）

軍
事
教
練
の
不
徹
底
に
よ
り
「
発
弩
沓
夫
射
（
注
18)

し
て
中
ら
ざ
る
」

場
合
、
及
び
「
駕
闘
除
し
て
四
歳
な
る
も
」
そ
の
調
教
を
完
了
し
な
い
場

③
軍
事
教
練

(16) 
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(4) 

合
に
は
、
厳
刑
が
下
さ
れ
た
。
ま
た
、
秦
の
騎
馬
隊
の
中
心
と
な
っ
た
駿

馬
に
つ
い
て
は
、
「
駄
腿
を
課
し
、
卒
歳
に
し
て
六
匹
以
下
一
匹
に
到
る

に
は
、
賀
一
盾
」
（
雑
抄
•
四
一
頁
）
と
、
年
七
匹
以
上
の
調
教
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

軍
馬
・
武
器
・
軍
糧
の
管
理

そ
し
て
、
更
な
る
軍
事
力
強
化
を
願
い
、
秦
律
は
様
々
な
軍
規
を
示
す
。

．
締
馬
五
尺
八
寸
以
上
に
し
て
任
に
勝
へ
ず
、
奔
緊
し
て
令
の
如
く
な

ら
ず
ん
ば
、
県
司
馬
、
賀
二
甲
‘
令
・
丞
、
各
々
一
甲
。
（
雑
抄
・

一
三
二
頁
）

•
卒
に
兵
を
稟
し
、
完
繕
せ
ざ
る
と
き
は
、
丞
．
庫
沓
夫
・
吏
、
賀
二

甲
に
し
て
廃
す
。
（
同
•
一
三
四
頁
）

・
文
・
戟
．
弩
、
髪
黍
•
丹
相
易
へ
、
以
て
巌
・
不
備
と
為
す
勿
か
れ
。

識
什
不
当
の
律
を
以
て
之
を
論
ず
。
（
奴
•
一
―
二
頁
）

右
に
規
定
さ
れ
る
の
は
、
先
ず
軍
馬
や
武
器
の
管
理
に
つ
い
て
で
あ
る
。

農
業
関
係
法
規
に
於
て
「
田
牛
」
の
管
理
が
重
視
さ
れ
た
の
と
同
様
、
軍

馬
に
対
し
て
も
秦
律
は
、
「
軍
に
到
り
て
之
を
課
し
、
馬
殿
な
ら
ば
、
令

丞
二
甲
、
司
馬
賀
二
甲
に
し
て
廃
す
」
（
雑
抄
•
一
三
二
頁
）
と
厳
し
い
。

ま
た
、
武
器
の
修
理
が
「
完
繕
」
で
な
く
、
「
生
・
戟
•
弩
」
の
標
識

「
馨
・
丹
」
を
「
相
易
へ
」
る
な
ど
、
武
器
管
理
に
手
落
ち
が
あ
れ
ば
、

厳
し
く
追
及
さ
れ
た
。

次
に
、
秦
律
は
軍
中
の
食
糧
管
理
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
中
原
諸
国
を

目
指
し
、
日
増
し
に
そ
の
進
撃
距
離
を
延
ば
し
ゆ
く
秦
に
と
っ
て
、
軍
糧

の
確
保
と
補
給
と
は
、
不
可
欠
の
重
大
事
で
あ
っ
た
。
秦
律
が
、
生
産
性

向
上
を
目
指
し
民
を
農
業
へ
と
駆
り
立
て
る
の
は
、
単
に
国
内
需
要
を
満

た
す
為
で
は
な
い
。
そ
の
軍
事
的
要
求
に
答
え
ん
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

•
当
に
軍
中
に
稟
す
べ
か
ら
ず
し
て
稟
す
る
者
は
、
皆
賀
二
甲
に
し
て

廃
す
。
吏
に
非
ざ
る
や
、
戌
二
歳
。
徒
食
・
屯
長
・
僕
射
告
げ
ず
ん

ば
、
賀
戌
一
歳
。
令
・
尉
・
士
吏
得
ざ
る
と
き
は
、
賀
一
甲
。
軍
人
、

稟
を
稟
す
る
所
及
び
過
ぐ
る
県
に
売
ら
ば
、
賀
戌
二
歳
。
同
車
食
・

屯
長
・
僕
射
告
げ
ず
ん
ば
、
戌
一
歳
。
県
司
空
•
司
空
佐
史
・
士
吏

の
将
た
る
者
得
ざ
る
と
き
は
、
賀
一
甲
。
邦
司
空
、
一
盾
。
（
雑
抄
．

一
三
三
頁
）

軍
中
に
於
て
不
当
に
食
糧
支
給
を
受
け
る
者
、
ま
た
、
支
給
さ
れ
た
軍
糧

を
支
給
所
や
軍
隊
の
通
過
県
に
売
っ
て
還
金
せ
ん
と
す
る
者
な
ど
は
、
厳

罰
に
処
せ
ら
れ
た
。
更
に
、
「
徒
食
・
屯
長
・
僕
射
」
な
ど
の
責
任
者
が

そ
の
不
正
を
告
発
し
な
い
場
合
、
及
び
「
令
・
尉
・
士
吏
」
が
犯
人
を
捕

縛
で
き
な
い
場
合
、
そ
の
罪
は
彼
等
に
ま
で
波
及
し
た
。
既
に
秦
律
に
於

て
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
姦
事
通
告
制
や
連
帯
責
任
制
が
、
こ
こ
に
も
表
れ

て
い
る
。
こ
の
他
、
軍
隊
の
統
制
を
目
指
し
、
秦
律
は
以
下
の
如
き
軍
規
を
掲
げ

る。
・
衆
心
を
広
め
、
左
右
に
声
聞
あ
る
者
は
賞
す
。
将
軍
材
り
て
銭
若
し

く
は
金
を
以
て
賞
す
る
も
、
恒
数
母
し
。
（
答
問
•
一
七
三
頁
）

•
敵
を
誉
め
、
以
て
衆
心
を
恐
れ
し
む
る
者
は
数
す
。
戯
と
は
何
如
。

生
き
な
が
ら
数
め
、
之
を
戯
め
て
、
已
に
し
て
乃
ち
之
を
斬
る
の
謂

(17) 
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以
上
、
小
論
で
は
、

お
わ
り
に

ひ
な
り
o

（
同
・
一
七
三
頁
）

•
徒
卒
上
宿
せ
ざ
る
に
、
署
君
子
・
屯
長
・
僕
射
告
げ
ざ
る
と
き
は
、

賀
各
々
一
盾
。
宿
者
已
に
上
り
て
除
を
守
る
に
、
檀
に
下
ら
ば
、
人

ご
と
に
賀
二
甲
。
（
雑
抄
•
一
四
四
頁
）

秦
律
は
、
「
衆
心
を
広
め
」
自
軍
の
士
気
高
揚
匹
努
め
る
者
に
は
「
賞
」
を
、

逆
に
「
敵
を
誉
め
て
」
衆
心
を
動
揺
さ
せ
る
者
に
は
「
戯
」
刑
を
以
て
臨

ん
だ
。
ま
た
、
宿
衛
の
義
務
を
怠
り
、
担
当
部
署
を
離
脱
せ
ん
と
す
る
者

に
も
、
厳
刑
が
適
用
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
軍
規
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
た
秦
軍
は
、
戦
国
の
世
に
ひ
と
り

連
勝
を
誇
る
こ
と
と
な
る
。
秦
律
は
先
ず
、
厳
格
な
る
稲
役
制
度
を
確
立

し
て
軍
事
施
設
の
強
化
を
図
り
、
軍
爵
制
を
導
入
し
て
兵
卒
の
士
気
を
高

め
、
平
時
か
ら
軍
事
教
練
に
も
力
を
注
ぎ
、
更
に
、
軍
馬
・
兵
器
の
管
理
、

軍
糧
の
確
保
を
も
怠
る
こ
と
な
く
、
様
々
な
軍
律
に
よ
っ
て
統
制
の
と
れ

た
整
然
た
る
軍
隊
を
作
り
上
げ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
o

「
帯
甲
百
余
万
、

車
千
乗
、
騎
万
匹
」
（
『
史
記
』
張
儀
列
伝
、
以
下
同
）
と
の
威
容
を
誇

り
、
「
積
粟
丘
山
の
如
」
き
軍
糧
を
備
え
、
「
虎
貨
の
士
、
旋
拘
科
頭
に

し
て
、
願
を
貫
か
る
る
も
哲
戟
す
る
者
、
勝
げ
て
計
る
可
か
ら
ず
」
と
天

下
を
震
憾
せ
し
め
た
戦
国
最
強
軍
団
の
背
後
に
は
、
か
か
る
秦
律
が
存
在

し
た
の
で
あ
っ
た
。

「
秦
律
十
八
種
」

「
奴
律
」

「
秦
律
雑
抄
」
を
中

心
に
、
更
に
は
、
「
法
律
答
問
」
「
封
診
式
」
を
も
交
え
、
出
土
秦
律
の

実
態
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
秦
律
は
先
ず
、
農
業
の
掌
握
、
会
計
年

度
の
徹
底
、
規
格
の
統
一
等
を
始
め
と
す
る
極
め
て
強
烈
な
中
央
集
権
化

を
図
り
、
次
に
、
官
吏
の
任
免
に
厳
し
い
規
定
を
設
け
、
通
信
媒
介
と
し

て
文
書
を
重
視
す
る
な
ど
、
厳
格
な
る
官
僚
体
制
の
整
備
を
期
し
、
更
に
、

に
農
主
義
を
掲
げ
て
生
産
性
の
飛
躍
的
向
上
を
願
い
、
そ
し
て
、
混
迷
す

る
戦
国
の
世
を
勝
ち
抜
か
ん
と
し
て
軍
事
体
制
の
強
化
を
推
進
し
た
。
内
に

於
け
る
生
産
性
向
上
、
外
に
対
す
る
軍
事
力
強
化
、
厳
格
な
る
官
僚
体
制

に
支
え
ら
れ
た
強
烈
な
る
中
央
集
権
体
制
の
確
立
、
こ
れ
が
出
土
秦
律
か

ら
窺
い
得
る
秦
の
政
治
理
念
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
雲
夢
秦
簡
の
出
土
に
よ
っ
て
、
従
来
ほ
と
ん
ど
謎
に
包

ま
れ
て
い
た
秦
律
の
実
態
に
つ
き
、
我
々
は
僅
か
な
が
ら
も
考
察
を
加
え

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
復
元
し
得
た
の
は
飽
く
迄
も
秦
律

の
個
々
の
条
文
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
ら
が
実
際
統
治
の
場
に
於
て
如
何
に
運

用
さ
れ
、
如
何
に
機
能
し
た
の
か
、
ま
た
、
そ
れ
を
支
え
て
い
た
の
は
、

如
何
な
る
法
思
想
で
あ
っ
た
の
か
、
更
に
は
秦
の
政
治
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
と
さ
れ
る
商
映
•
韓
非
子
の
思
想
と
は
如
何
な
る
関
係
に
あ
っ
た

の
か
、
等
々
を
検
討
し
な
け
れ
ば
、
当
時
の
法
治
の
真
の
姿
を
把
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
私
は
今
後
、
秦
帝
国
に
ま
つ
わ
る
こ
う
し
た

諸
問
題
に
つ
い
て
、
更
匠
検
討
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
う
0

(18) 
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注
(
1
)

『
東
洋
史
研
究
』
（
第
四
十
二
巻
第
一
一
編
輯
委
員
会
の
「
参

加
記
」
セ
ミ
ナ
ー
A
ー

3
の
項
に
よ
る
。
尚
、
「
『
国
際
東
洋
学

会
議
』
点
描
」
①
（
一
九
八
三
年
九
月
十
三
日
付
『
朝
日
新
聞
』

夕
刊
）
は
、
「
秦
簡
の
研
究
は
関
係
者
の
間
で
ブ
ー
ム
に
な
っ
て

い
る
が
、
研
究
者
が
一
堂
に
会
し
た
の
も
収
穫
だ
っ
た
」
と
の
松

丸
道
雄
氏
の
談
話
を
伝
え
て
い
る
。

(
2
)
秦
律
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
、
秦
王
政
や
始
皇
帝
へ
の
避
緯
、

条
文
の
具
体
的
内
容
、
ま
た
、
字
体
の
上
な
ど
か
ら
検
討
が
進
め

ら
れ
て
き
て
い
る
。
出
土
秦
簡
は
戦
国
中
期
以
降
、
次
第
に
増
加

し
て
き
た
条
文
を
含
む
秦
王
政
の
時
代
（
戦
国
最
末
期
を
下
限
と

す
る
）
の
も
の
で
、
秦
律
全
体
の
抄
録
（
概
ね
南
郡
統
治
の
為
に

編
ま
れ
た
も
の
）
、
と
す
る
の
が
共
通
の
理
解
で
あ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
本
誌
掲
載
の
「
雲
夢
秦
簡
研
究
関
係
資
料
目
録
」

の
第
一
類
に
揚
げ
た
各
論
文
参
照
。

尚
、
竹
簡
の
分
類
や
名
称
は
、
以
下
、
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小

組
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
（
一
九
七
八
年
、
文
物
出
版
社
）
に
従

こ°t
 

つ

(
3
)

「
道
」
は
少
数
民
族
居
住
区
を
表
す
行
政
単
位
。
餅
宇
懸
氏
「
秦

”
道
“
考
」
（
『
文
史
』
九
、
一
九
八

0
年
）
参
照
。
ま
た
「
沓

夫
」
は
県
レ
ベ
ル
以
下
の
官
吏
で
、
田
・
倉
・
亭
•
発
弩
な
ど
各

分
野
を
主
管
す
る
。
ま
た
「
県
沓
夫
（
大
尚
夫
）
」
「
道
沓
夫
」

は
各
々
県
・
道
の
行
政
長
官
。
即
ち
「
県
沓
夫
」
と
は
県
令
の
こ

と
。
「
官
裔
夫
」
は
県
令
・
丞
以
下
の
各
級
主
任
。
「
沓
夫
」
に

つ
い
て
は
前
掲
「
雲
夢
秦
簡
研
究
関
係
資
料
目
録
」
第
八
類
の
各

論
文
参
照
。

(
4
)
以
下
、
雲
夢
秦
簡
の
訓
読
に
際
し
て
は
、
前
掲
『
睡
虎
地
秦
墓
竹

簡
』
を
底
本
と
す
る
。
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
の
付
す
注
や
私
見

に
よ
り
、
字
句
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
が
、
繁
雑
を
避
け
る
た
め

逐
一
の
注
記
を
省
く
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
「
法
律
答
問
」
「
秦

律
雑
抄
」
は
各
々
「
答
問
」
「
雑
抄
」
と
略
記
す
る
。
尚
、
各
引

用
文
末
の
数
字
は
、
前
掲
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
の
掲
載
頁
を
表

す。

(
5
)
税
制
の
整
備
を
物
語
る
も
の
に
、
「
法
律
答
問
」
の
次
の
如
き
記

載
が
あ
る
。
「
部
佐
諸
民
の
田
を
匿
し
て
、
諸
民
知
ら
ず
ん
ば
、

論
ず
る
に
当
た
る
や
当
た
ら
ざ
る
や
。
部
佐
、
匿
田
と
為
す
。
且

た
何
を
か
為
さ
ん
。
已
に
諸
民
に
租
し
て
言
げ
ず
ん
ば
、
匿
田
と

為
し
、
未
だ
租
せ
ず
ん
ば
、
論
ず
る
に
匿
田
と
為
さ
ず
」
（
答
問

・
ニ
―
八
頁
）

(
6
)
秦
律
に
頻
出
す
る
「
賀
甲
」
「
賀
盾
」
の
刑
は
、
賀
一
盾
、
貿
二

盾
、
賀
一
甲
、
賀
二
甲
、
賀
二
甲
一
盾
の
順
に
重
く
な
り
、
「
法

(19) 
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(
9
)
 
「
居
」
は
賀
刑
．
贖
刑
と
労
役
と
を
結
合
さ
せ
た
抵
償
労
役
制
度
。

(
7
)
原
文
「
典
」
は
秦
王
政
の
「
政
（
正
）
」
字
を
避
け
た
も
の
。

律
答
問
」
の
「
賀
盾
に
当
た
る
に
、
銭
五
千
を
没
し
て
之
を
失
は

ば
、
何
に
か
論
ぜ
ん
。
当
に
評
な
る
べ
し
」
（
答
問
•
一
七
―
頁
）

と
の
記
載
か
ら
、
賀
一
盾
は
五
千
銭
に
相
当
す
る
罰
金
刑
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
秦
律
に
見
え
る
刑
名
に
つ
い
て
は
、
堀
毅
氏
「
秦

漠
刑
名
孜
|
|
主
と
し
て
雲
夢
出
土
秦
簡
に
よ
る
|
|
＇
」
（
『
早

稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
別
冊
4
、
一
九
七
七
年
）
、

陳
抗
生
氏
「
＂
睡
簡
“
雑
辮
」
（
『
中
国
歴
史
文
献
研
究
集
刊
』

1
、
一
九
八

0
年
）
等
参
照
。

(
8
)
葛
剣
雄
氏
「
秦
漠
的
上
計
和
上
計
吏
」
（
『
中
華
文
史
論
叢
』
一

九
八
二
年
二
期
）
は
、
十
二
月
締
切
で
あ
っ
た
秦
の
上
計
が
、
始

皇
帝
の
天
下
統
一
に
よ
り
九
月
締
切
と
な
っ
た
、
と
す
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
秦
律
に
よ
れ
ば
、
秦
の
上
計
は
そ
の
天
下

統
一
以
前
か
ら
、
既
に
十
月
を
会
計
年
度
初
め
と
し
て
い
た
こ
と

が
判
明
す
る
。
秦
の
上
計
制
度
に
つ
い
て
は
、
こ
の
他
、
郭
道
揚

氏
『
中
国
会
計
史
稿
』
(
-
九
八
二
年
、
中
国
財
政
経
済
出
版
社
）

上
の
第
四
章
第
一
節
、
及
び
高
恒
氏
「
秦
簡
中
与
職
官
有
関
的
幾

個
問
題
」
（
『
雲
夢
秦
簡
研
究
』
一
九
八
一
年
、
中
華
書
局
）
等

参
照
。

子
豪
亮
氏
「
秦
律
叢
考
」
（
『
文
物
集
刊
』

2
、
一
九
八

0
年、

文
物
出
版
社
）
、
張
銘
新
氏
「
関
子
《
秦
律
中
的
居
》
ー
《
睡

虎
地
秦
墓
竹
簡
》
注
釈
質
疑
」
（
『
考
古
』
一
九
八
一
年
一
期
）

参
照
。

(10)
報
告
の
誤
差
に
つ
い
て
は
、
「
法
律
答
問
」
に
「
何
如
ぞ
大
誤
と

為
す
。
人
戸
・
馬
牛
及
び
諸
々
の
貨
財
の
値
六
百
六
十
銭
を
過
ぐ

る
と
き
は
、
大
誤
と
為
し
、
其
の
も
は
小
と
為
す
」
（
答
問
・
ニ

四
二
頁
）
と
あ
る
。

(11)

県
に
官
吏
任
免
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
一
見
、
中
央
集
権

化
の
理
念
と
相
反
す
る
か
の
如
く
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
県
に
与

え
ら
れ
た
任
免
権
は
県
令
・
丞
を
除
く
下
級
の
「
吏
」
に
つ
い
て

の
み
で
あ
り
、
そ
の
期
間
も
厳
格
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
も
、

こ
う
し
た
任
免
の
状
況
は
都
官
の
設
置
や
上
計
制
度
に
よ
っ
て
、

逐
一
中
央
へ
伝
達
さ
れ
る
仕
組
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(12)
前
掲
高
恒
氏
論
文
に
よ
れ
ば
、
は
廃
官
で
官
籍
か
ら
削
除

さ
れ
再
任
不
可
。
「
免
」
は
免
職
で
後
の
復
職
可
。

(13)
秦
律
で
は
こ
の
他
、
「
県
及
び
都
官
を
し
て
柳
及
び
木
の
柔
く
書

に
用
ふ
可
き
者
を
取
ら
令
め
、
之
を
方
に
し
て
以
て
書
し
、
方
母

き
者
は
乃
ち
版
に
用
ひ
よ
。
其
の
県
、
山
の
葬
多
き
者
は
、
罪
を

(20) 
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以
て
書
を
糠
り
、
非
母
き
者
は
蒲
・
蘭
を
以
て
し
怠
を
以
て
之
を

窟
よ
。
各
々
其
の
獲
時
を
以
て
多
く
之
を
積
め
」
（
司
空
•
八
三

頁
）
と
、
文
書
用
の
「
柳
」
「
木
」
や
、
そ
の
綴
じ
紐
と
な
る
「

「
蒲
」
「
蘭
」
「
築
」
の
採
取
を
も
義
務
づ
け
て
い
る
。

(14)

「
仲
春
之
月
、
…
…
贔
瞑
為
害
」
（
『
札
記
』
月
令
）
、
「
崖
窟

曰
、
自
正
月
以
終
季
夏
、
不
可
伐
木
、
必
生
露
贔
」
（
『
斉
民
要

術
』
伐
木
）
参
照
。

(15)
秦
律
の
農
民
保
護
が
「
愛
民
」
の
精
神
か
ら
発
せ
ら
れ
た
も
の
で

な
い
こ
と
は
、
「
檀
に
子
を
殺
さ
ば
、
鯨
し
て
城
旦
春
と
為
す
。

其
の
子
新
生
に
し
て
怪
物
其
の
身
に
有
り
、
及
び
全
か
ら
ず
。
而

し
て
之
を
殺
す
も
、
罪
す
る
こ
と
勿
か
れ
」
（
答
問
•
一
八
一
頁
）

と
の
規
定
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
秦
律
は
、
身
体
に
異
状
が

あ
り
、
耕
戦
の
民
と
な
り
得
な
い
者
に
は
、
人
間
と
し
て
の
価
値

を
認
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(16)
倉
庫
管
理
に
関
す
る
秦
律
の
厳
重
さ
は
、
却
っ
て
繁
雑
と
も
言
え

る
程
で
あ
る
。
そ
れ
を
端
的
に
表
す
例
と
し
て
、
「
法
律
答
問
」

の
「
倉
の
鼠
穴
幾
何
に
し
て
論
及
び
辟
に
当
た
る
や
。
廷
行
事
に

て
は
鼠
穴
三
以
上
な
ら
ば
賀
一
盾
、
二
以
下
な
ら
ば
誇
。
顕
穴
三

は
一
鼠
穴
に
当
た
る
」
（
答
問
・
ニ
―
六
頁
）
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。

(17)

呉
栄
曾
氏
「
秦
的
官
府
手
工
業
」
（
『
雲
夢
秦
箇
研
究
』
一
九
八

一
年
、
中
華
書
局
）
は
、
中
央
か
ら
郡
県
に
到
る
ま
で
官
府
手
エ

業
の
管
理
機
構
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
更
に
そ
の
存

在
は
専
制
王
権
を
強
固
に
す
る
支
柱
の
―
つ
に
な
っ
て
い
た
と
指

摘
す
る
。

(18)

「
発
弩
」
は
弩
機
を
使
用
す
る
部
隊
、
そ
の
主
任
が
「
発
弩
沓
夫
」
。

｀
元
氏
「
璽
峯
秦
簡
所
見
職
官
述
略
」
（
『
文
史
』

8
、
一
九

八
0
年
、
中
華
書
局
）
参
照
。

(21) 


